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        「あ……うぅん……」

        「うふふ、菜種なたねさん。感じ過ぎっす」

        アパートの浴室は、住民が女性のみということを考慮してあり、かなり広めのつくりとなっている。おまけに音漏れが外までしないという設計だ。

        湯船は大人が入っても足を伸ばせる広々とした大きさ。そこに女ふたりが一緒に入り、片方がもう片方を自身の脚の間に招き入れ、背後から抱き締めている。

        ひとりは垂れ目でたおやかな雰囲気の女性であった。鼻筋が通り唇もふっくらとしている。それだけだときつい印象になってしまう顔が、大きな垂れ目が控えめな印象をつくっている。真っ黒のセミロングの髪が、濡れて首筋にぺたりと貼りつき、彼女の豊かな胸が、湯船に張られたお湯の上に浮かんでいる。そして伸ばされたもうひとりの手が、彼女の胸を一生懸命揉みしだいているのだ。

        それは逆に釣り目で小悪魔的な童顔の女性だ。目と口が大きく、それが子供っぽい印象を与えている。しかし長い睫毛に縁取られた瞳と薄い唇が弧を描く様は、蠱惑的な雰囲気を醸し出している。癖のついたウェーブの髪も、今は髪を洗ったせいで背中まで真っ直ぐに伸びていた。

        そんな小悪魔は笑みを浮かべながら、たおやかな彼女が声を上げるのを楽しみながら、胸の揉みしだき方を変えている。

        そのたびに、胸を揉まれている日暮ひぐらし菜種は喉から声を吐き出していた。最初は、おっぱい好きだなくらいにしか思っていなかったのだが、秋穂あきほのペンだこのできた指で、胸の突起やら、張った乳房などをなぞられると、だんだんと敏感になってきて、とうとう最近では声まで上げるようになってしまったのだ。

        「うーん、でも菜種さーん。前よりも明らかに胸大きくなってきてますよねえ。なんでだろう……？」

        「ひゃあ……あぁん……秋穂さん、あんまり引っ張らないで……取れちゃう……」

        秋穂がピンと張った乳首を引っ張ってくるので、いやいやと首を振ると、余計に悦んで指の跡が付くくらいに胸をもにゅっと掴んだ。

        「やらしいっすよぉ、菜種さんってば。私がずっと揉んでたせいですかねえ、こんなおっぱいになっちゃったのは」

        「あぁん……知らないぃ……だから、そんなに強くしないでってばぁ……」

        「大丈夫っすよ。ちゃあんと手加減してるでしょう？　それに菜種さん、ちょっと痛めのほうが悦ぶじゃないですかあ」

        「そんなこと……ないってばぁ」

        いやいやと首を振ると、秋穂はくすくす笑い、カプリと耳を囓ってくる。

        思わぬ刺激にまたも、「ひゃあ……っ」と嬌声を上げる。

        自分でもわかっている。それはどう聞いたって悦んでいる声にしかなっていないと。

        「……嘘つき。ほら。こんなにおっぱいピンとさせちゃって。嬉しいんでしょ？」

        「ちっがぁ……」

        「違わなぁい。ちゃんと認めないと、もうおっぱい引っ張ってあげないっすよぉ？」

        途端に、胸を揉む力が弱まる。やわやわと優しく揉んでくるものの、決定的な刺激にならず、すっかりと強い力に慣れてしまった菜種にとっては物足りない。

        「……っと」

        「なんですかぁ？　もっとおっきい声じゃないと駄目っす」

        「もっとぉ……もっと強くおっぱい……揉んで……」

        「ふふっ……揉むだけっすかあ？」

        「違うの、ちょっと……爪立てて、引っ張ってぇえ……」

        「キャー、素直になった菜種さんかーわいい。了解っすぅ」

        楽しげに笑い声を上げながら、今度は強めに乳首を引っ張る。途端に菜種の喉から、艶めかしい喘ぎ声が漏れる。

        嬌声を上げながら、ぼんやりとした頭で、菜種は振り返る。

        知らなきゃよかった。メガネを取った秋穂が、こんなに小悪魔な趣向を隠していたなんて。気付かなきゃよかった。女ふたりで体を擦り合わせることが、こんなにも気持ちいいなんて。密着している秋穂の胸の先端が背中で擦れる様は、ますます快感を昂めてしまう。

        全てのはじまりは、菜種に急に舞い込んできた、大家の代替わりの話であった。

        　

        ＊＊＊

        　

        「……はあ」

        菜種は封筒の中身を見ると、黙ってそれを元に戻した。

        不採用通知であった。

        菜種は就職浪人であり、卒業までに就職を決めることができなかった。だからと言って大学時代と同じくバイトもできない。最近のバイトは拘束時間が正社員と変わらないからだ。バイトを優先させたら、肝心の就職ができない。

        今のところは貯金を切り崩して生活できているが、それもかなり切り詰めている。

        実家に戻ったら、親にねちねちと嫌みを言われてしまうし、どうしよう。そう思ったときだった。

        スマホが点滅した。

        「……おばあちゃん？」

        アドレスは、祖母の小百合さゆりのものだった。

        菜種の住むアパートは、ちょうど小百合が切り盛りしているアパートのすぐ近所だった。よく余り物をもらっていたので、食費だけはどうにか浮かせられている。

        「はい、おばあちゃん。どうかしたの？」

        「はあい、菜種。就職は決まったかい？」

        「うっ、まだ……でも、またチャレンジしようかと」

        「あら、決まってないんだったら都合いいねえ。ねえ、あんた」

        祖父が亡くなってからもバリバリ働いている小百合から、まさかこんな言葉を聞く日が来るとは思ってもみなかった。

        「うちのアパート継がないかい？　大家をして欲しいんだけど」

        　

        ＊＊＊

        　

        商店街のある通りを通って、自転車を十分走らせる。

        そこに【ビレッジ日暮】と書かれたアパートがある。

        女性専門であり、警備会社とも契約している。近所に比較的賑わっている商店街があり、足を伸ばせば駅も学校もあって、交通の便もいい。

        元々は祖父が経営していたが、小百合が務めていた大学を定年退職した頃に他界した。今は小百合が切り盛りしている。

        菜種はひとまず、ビレッジ日暮の管理人室に入って、話を聞いていた。

        「どうしたの、いきなり大家を継いでだなんて」

        「あれだよ。私も年だから、そろそろ階段の上り下りもつらくってねえ」

        「まあ……そうだよね」

        ビレッジ日暮は三階建てだ。高齢者が三階まで上るとなったらなかなかにつらい。

        「ここに住んでいる子もなにかと問題児もいてね、面倒を見ないといけないんだけど、菜種にその子たちの世話を任せたいんだよ」

        「そう言われても……私にできるかな」

        大学時代のバイトも、あまり接客業をしたことがない。訳ありの人ばかり住んでいると知らされて、少しだけ不安を覚える。だが小百合はやんわりと言う。

        「大丈夫だよ、月に一度の家賃回収と、毎日の掃除さえできていたら。今住んでいるアパートを解約して、ここの管理人室に住めばいいんだしね、あと」

        そう言いながら小百合は、なにやらファイルを取り出した。どうもここの住民名簿らしい。その名簿を怖々と眺めていたら、ひとりの女の子の写真が出てきた。メガネに長い髪の女の子である。

        「この子。並河なみかわ秋穂ちゃんって言うんだけれどね、この子が一番心配なの。いろいろあるかもしれないけど面倒を見てあげな」

        「み、見てあげなって……そういう面倒臭い人、出て行ってもらったほうが……」

        「いや、この子は将来絶対に化ける」

        そう小百合は目をキラーンとさせて言うので、菜種は怯む。

        「この子は絶対に将来成功すると思う。そのうち稼げるようになるからね」

        「そ、そんな稼ぐ人が、問題を起こすようなものなの……？」

        「あらゆることに天才っていうのは、なかなかいやしないんだよ。昔から音楽家も文豪も、誰かパトロンがいなかったら大成しなかったからね。そのレベルの子なんだから、絶対に、見放すんじゃないよ」

        もう一度おずおずと秋穂の写真を見た。

        もっさりとした女の子であり、なにがどうすごいのかがわからない。でも小百合は元々大学講師であり、定年退職するまでさまざまな将来有望な原石を見てきたのだから、多分その観察眼に狂いはないんだろう。

        「わかった……頑張ってみる」

        実はわからないまま、菜種は頷くことにした。

        　

        ＊＊＊

        　

        こうして菜種はビレッジ日暮に引っ越し、入居者たちに大家が変わったと挨拶することにした。

        どこも女のひとり暮らしで、華やかな雰囲気と愛想のよさを感じ、なんとかやれそうだと思いながら、最後に三〇二号室へと向かう。

        ここは、小百合に何度も「絶対に見放すな」と口酸っぱく言われた、並河秋穂の部屋である。

        恐る恐るチャイムを鳴らす。しかし、反応はない。

        「あ……あれ？」

        もう一度鳴らすものの、やはり反応はない。しかし、彼女が住んでいるのは一番上の階なのだから、もし出かけるんだったら一階の管理人室を拠点としている菜種とすれ違うはずなのだ。しかし彼女らしき人と会った覚えがない。

        引っ越し挨拶の粗品を持って立ち尽くしていると、隣の部屋から声をかけられた。

        「あー、大家さん。隣の並河さん、よく倒れてるんで、定期的に様子見したほうがいいですよー」

        「た、倒れるって!?　並河さん、お体悪いんですか!?」

        「いや、仕事にのめり込んで、よく食事も寝るのも忘れてるんで。うちもときどきは様子見しますからー」

        そう言ってガシャンと戻っていったのを見ながら、菜種は唖然とする。

        そういえば、なにをやっている人なのか聞いていない。菜種は何度もドアを確認してから、「並河さん、入りますよ!?」と言って、マスターキーを差し込んで、ドアを開けた。

        部屋は雨戸を下ろし切っているのか、光が入らずに暗い。おまけに廊下にまで紙束が積まれているのが見え、ますます得体が知れない。

        「並河さーん、新しい大家の日暮菜種でーす。並河さーん」

        声をかけながら、部屋に入っていったら。大きなデスクトップパソコンには、イラストソフトが起動し、そこには絵が描かれているのが見える。ポップな絵だ。可愛いイラストだと、思わず見とれている中、デスクの椅子の下に、なにかが蠢いているのが見えた。

        もっさりとした髪の女の子が、倒れている。

        「ちょ、ちょっと、大丈夫ですか……!?」

        慌てて起こすと、彼女はメガネを付けたまんま、グーカグーカと眠ってしまっている。

        ジャージ姿に、髪を無理矢理ゴム紐で縛った姿。菜種は呆気に取られながらも、彼女をどうにか起こした。

        「あ、の！　並河さん！」

        「んーにゃ……？」

        ようやくパチンと彼女は目を開けた。そして、菜種と目が合う。

        「わわわわわ……誰っすか!?　不法侵入者！」

        「ち、ちがっ！　私、新しい大家の日暮菜種です！　何度もチャイム鳴らしても返事がないから、まさか倒れているのかと思って、心配して見に来ただけです！」

        「ああ！　大家さんのお孫さん！　いやいや、心配おかけしましたー。私、締切明けだったんで、緊張の糸が切れてそのまま寝落ちてたみたいでー」

        そう言いながら、にこにこ笑いつつパソコンの終了作業をしている。そのマイペースさに、菜種は呆気に取られていた。

        グー。

        マイペースついでに、盛大にお腹が鳴った。途端に秋穂は顔を真っ赤にさせる。

        「あはは……すみませんっ！　締切前倒ししないといけなかったんで、昨日から飲まず食わずだったんすよ……」

        「飲まず食わずって。そんなの体に悪いですよ……あ、そうだ」

        菜種は思い出したかのように、粗品を差し出した。秋穂はきょとんとして、その紙袋を見る。

        「引っ越し挨拶でお菓子持ってきたんですけど……それ食べて待ってくれませんか？　ちょっと台所見て、なんかつくってきますから」

        「わっ！　だ、台所は……！」

        慌てている秋穂を無視して、菜種は冷蔵庫を開けて、目が点になる。

        ゼリーの栄養食品と乳酸菌飲料ばかりが目に飛び込んできた。一応調理用らしい酒と醤油もあるが、どちらもそろそろ底を尽きそうだ。

        「な、なんですか、これは……」

        「あは、あはははは……お恥ずかしい！　私、絵を描いてるときは夢中になってるんで、家事全般ぜーんぶ後回しになっちゃうんですよねえ。仕事もありますし！」

        「さすがにこれは駄目ですよ!?　というか、一日の必要栄養素は足りてても、明らかにカロリー足りないですよね、これは!?」

        「ダイジョーブ。今日は仕事終わったんで、ファミレスにでも行ってきますからー」

        「……ちょっと待ってください。紙袋の中身はクッキーですので、それ食べててください！　すぐ戻ってきますから！」

        「はあい？」

        その能天気な声に頭を痛めつつ、菜種は三段飛ばしで階段を駆け下りて、管理人室の冷蔵庫を開けた。幸い小百合が材料も道具も置いていってくれたので、あとでもうちょっとだけ買い物を済ませば、料理もつくれそうだ。

        急いで食べられそうなものを商店街まで自転車を走らせて買ってくると、魚の缶詰とマスタードを混ぜたマヨネーズ、斜め切りしたきゅうりの浅漬けをパンに挟んでサンドイッチにした。あとさすがにこれだけじゃ駄目だろうと、ペットボトルの紅茶を持って、再び階段を駆け上がって秋穂の元へと向かった。

        「並河さん、お待たせしました！　簡単なものですけど、ご飯お届けに来ました」

        「いやあ……別によかったのにぃ……あ、おいしいっすよ、このクッキー」

        秋穂はもしゃもしゃと頬張りながら屈託なく笑う。その顔は少しばかり幼い。なんだかいきなり保育士にでもなった気分だ。そんなことを思いながら、菜種はタッパを差し出す。

        「サンドイッチです。これだったらすぐに食べられると思ったんで」

        「おお、こんなまともな物を食べるのは久しぶりです……もしゃもしゃ……おいしい！　うわーん、大家さんは命の恩人で……もしゃもしゃ……このところ、手作りのものなんてぜんっぜん食べてなくってぇ……」

        泣くのか、食べるのか、どちらかにすればいいのに。泣き笑いしながらサンドイッチを食べる様に菜種は脱力した。さっきまで死んだんじゃないかと心配していたのが、嘘のように回復している。

        菜種はちらっと、先程のパソコンを見上げる。

        「絵の仕事をなさっているんですか？」

        「はーい、私イラストレーターなんで。頼まれたら、超特急で絵を描くのが仕事っす」

        食べる合間合間に、元気に答える。でも……菜種は辺りをぐるりと見回した。

        ここに入ったときは、倒れていた秋穂の世話に躍起になっていたから気付かなかったが、この部屋、イラストに関わりそうなもの以外がほとんどないのだ。

        台所や冷蔵庫はもちろんのこと、居間にもパソコンやら画材やらは見つかるものの、おしゃれに関するものはないし、テレビもない。本当に、絵を描くこと以外ができそうもない部屋だ。

        「うーん……せめて、食事は摂ったほうがいいですよ。今日だって倒れてましたし、冷蔵庫の中、栄養補助食品しか入ってないじゃないですか……」

        「やあ！　私、食べることにあんまり感心がないんで、ついつい後回しになっちゃうんですよねえ。さすがにまずいなあと思って、一念発起して鍋を買いに行こうとしたんですけど、道中で新しい画材を見つけたら、ついつい衝動買いしちゃって……」

        「って、鍋までなかったんですか!?」

        「というか、普段からレトルトをチンしてたんで、包丁もないっす。調理用バサミはあるんすけど」

        だんだん、頭が痛くなってきた。

        小百合が彼女に目をかけておけと言っていた意味が、よくわかった。

        この人は、絵を描くことに全振りしてしまって、はっきり言ってそれ以外の能力が、特に生活能力が皆無に等しいのだ。これじゃあ、次いつ倒れてもおかしくないし、栄養不足だって気にかかる。

        「……よくわかりました。並河さん、入居者の健康管理だと思って、私がときどき差し入れに来ます」

        「えっ!?　大家さんってばずいぶんとサービスいいですねっ！」

        能天気な秋穂の言葉に、頭を痛めつつ続ける。

        「その替わり、ちゃんと家賃払ってくださいよ？　並河さんだけなんですから、前の大家さんの代の分を払い終わってない人は。そもそもあなた本当に体壊しますよ？　おばあちゃん……いや、前の大家さんもものすごく心配してましたからね？　目を離している内に倒れるんじゃないかって」

        「そんな毎度毎度倒れたりしませんよーっ！」

        「お隣さんにまでよく倒れるって聞かされたので、全然説得力ありませんからね！」

        「うううっ……そこまで、言われなきゃ駄目ですかあ……？」

        秋穂は見るからにしょぼん。と落ち込んでしまった。

        住民名簿を見た限り、本来ならば菜種よりは年上のはずである。しかし彼女の拗ね方や膨れ方は、幼女のように思えてしまう。

        意地悪を言う気はないのに、どうしたものか。菜種は溜息をついて言った。

        「ほら、健全な魂は健全な肉体に宿るって言うじゃないですか。ちゃんと栄養摂って、生活習慣見直したら、もっとたくさん仕事ができるようになりますよ」

        そう慰めの言葉をかけた途端、拗ねたように下を向いてしまった秋穂は眼鏡をキラーンと光らせた。

        「でもこれからは、大家さんが私のマネージメントをしてくれるんでしょう？」

        「マ、マネージメント……なんですかねえ……？」

        「そっ、私の栄養管理をしてくれるんですから、マネージャーさんですっ。それでは大家さん、今後ともどうぞよろしくお願いしますっ！」

        そう言ってペコン。と頭を下げる秋穂をまじまじと見た。

        本当に調子が狂ってしまう人だなと思う。

        とりあえず、菜種は秋穂の好き嫌いを聞いてから、ようやく管理人室に帰ることになった。毎日掃除をして、月に一度家賃を住民たちからいただいて、そして秋穂に食事を用意する。それ以外にも仕事はまだまだ見つかりそうだ。

        ドタバタとした、大家一日目は、こうして終わったのであった。

        


        　

        　

    

    
        二

        　

        朝早く、ビレッジ日暮の周りを掃除する。基本的に箒で掃き掃除し、週に一度窓に雑巾がけをして、廊下や階段をモップで磨くという具合だ。

        「大家さんおはようございまーす」

        「おはよう、今日も寒いらしいから、暖かくして出かけてね」

        「はーい」

        ここに住んでいる子たちは皆いい子で、住民同士でトラブルになったことはない。

        さすがにそうなったら大家だから仲介に行けとは小百合から聞かされているが、幸いそのようなことは起こってない。

        警備会社に登録しているおかげで、夜も快適に寝ることができるのも安心だ。

        唯一安心を損ねているのは。

        その日も、手早く食べられるようにと丸パンとハンバーグでハンバーガーをつくってタッパに入れると、秋穂の家のチャイムを鳴らしていた。

        「並河さん！　並河さーん！　起きてらっしゃいますか!?」

        ドアをノックするものの、さっきからドア一枚向こうから「ううううう……」とか「ふぎゃああ……」とか言う声が聞こえる。

        さすがにたまりかねて、マスターキーを回した。

        「並河さん！　大丈夫ですか!?」

        お腹でも壊したんだろうか、それともなにか病気でも？　心配していた菜種が見たのは、床を転げ回っている秋穂の姿だった。

        唸り声を上げながら、パソコン机と椅子の間で転がっている様は、シュール以外の何物でもない。

        「ちょ、ちょっとどうしたんですか、並河さんってば……！」

        「あ……大家さん」

        ようやく正気を取り戻したようだ。転がり回ったせいですっかりと鳥の巣みたいになってしまった髪を手櫛でときながら、秋穂は起き上がった。

        「すんません。ちょっと」

        「大丈夫ですか？　どこか痛いとか、お腹が空いているとかですか？」

        「あ、お腹はペコペコなんですが、どこも痛くはないんです。ただ」

        秋穂は床に座り込んだまま、パソコンを見上げる。イラストソフトの画面が立ち上がっているが、モニターはどう見ても真っ白だ。

        「なあんも、描けないんすよ。アイデアが出てこなくて」

        「スランプ……ですか」

        「これじゃあ間に合わないっすよお。家賃払えなかったら、大家さんだって私を追い出すでしょう？」

        普段能天気な秋穂とは思えないほどに、追い詰められてネガティブになってしまっている。スランプの苦しさはよくわからないが、これがゆゆしき事態だということは理解できる。

        「落ち着いてくださいよ。まだ間に合わないと決まった訳じゃないですよね？」

        「なあんにも提出できなかったら同じっすよぉ。あぁあん、なあんも思い浮かばないぃぃ！」

        そう叫んで、髪を掻きむしり出したのに、菜種はたじろぐ。

        秋穂のことを口酸っぱく忠告していた、小百合の言葉が頭によぎった。

        いつも他のことを忘れてまで仕事に没頭している彼女の力になりたい。

        お金がどうとか稼げるがどうとかはよくわからないが、いつもご飯をにこにこ笑いながら食べてくれる秋穂に、少しばかりは情だって移る。

        「なにかできることってありませんか？」

        「へっ……？」

        その申し出に、秋穂はきょとんとした顔をした。スランプの人間の取り扱い方なんてよくわからないが、パソコンの前で転がっていても、解決しないのではなかろうか。

        「ええっと、ほら。気分転換でなにか食べたいものを用意するとか、散歩に行くとか。スランプ脱却に力を貸せそうでしたら、言ってみてくださいよ。並河さんの、力になりたいんです」

        「大家さん……」

        途端にじんわりと、瞳に涙を溜めはじめたので、菜種は再びぎょっとする。

        「並河さん、私。余計なこと言いましたか……？」

        「いや、違うんす。嬉しいんすよ……私、いっつも絵を描いて、それに没頭してましたけど、皆『好きなことで食っていけていいわね』って、スランプに陥っても誰も助けてくれなかったんすよ……本当に心配してくれたのって、大家さんと、前の大家さんだけだったんで」

        小百合は単なる金づると思っていたみたいだが、それを伝えるのは野暮だろうと、黙っておくことにする。

        そして、優しく声を重ねてみた。

        「それで。なにか力になれることってありますか……？」

        「えっと……じゃあ、頼んでもいいっすか？」

        「なんでもどうぞ」

        「じゃあ……大家さんのおっぱいを揉ませてくださいっ」

        秋穂の申し出に、菜種は一瞬目が点になった。

        「……えっ？」

        「いや、前から思ってたんすよ。大家さんのおっぱいって大きいなあって。その柔らかな谷間に埋もれてみたら、なにかアイデアとか出てこないかなあと思ったんすけど……駄目っすか？」

        菜種は自分の胸を見た。

        ……たしかに、人よりは大きいと思う。学生時代には友達からも「大きいね」と言われたり、ときどき揉まれたりしたことはあったが。

        まさかアパートの住民から、おっぱい揉ませてと懇願されることになるなんて、誰が予想しただろうか。

        秋穂はうるっとした瞳を向ける。

        「やっぱり、駄目っすか……？」

        子供のようにあどけない顔を見て、菜種は「うっ……」と喉を鳴らす。脳天気でだらしのない秋穂だが、泣き顔だけは小動物のように、放っておくと罪悪感を駆り立ててくる。

        菜種は「あー」とか「うー」とか天井を見て、床を見て、ついでに部屋にかかっているカレンダーを見てから、覚悟を決めた。

        「……まあ、胸を揉んでも、減るもんじゃないですしね。どうぞ」

        そう言って手を差し出す。途端に、秋穂の目がメガネ越しにキラーンと光った。かと思うと、ぬいぐるみでも抱くように愛しそうに抱き着いてきた。そして菜種の大きな胸に頬ずりしてくる。

        「わあ……！　すっごいふっかふか！　やっぱり大家さん胸おっきい。気持ちいいー」

        「ちょ。頬ずりまで許した覚えは……」

        いきなりなので菜種だってとまどう。でも無邪気に胸の間に顔を埋め、それにすりつく様は、広がった髪の毛も相まって実家の愛猫を思い起こさせ、どうにも邪険に扱うことができない。

        しばらくの間、胸を揉まれ、ときどき顔を埋められ、すりすりとされていたら、ようやく顔を上げた。

        「よしっ！　すぐに作業に取りかかるっす！　大家さん、ありがとうございました！」

        「ええっと……？　私、食事の用意しますね」

        「お願いします！　すぐに終わらせちゃいますから！」

        そう言って彼女は、パソコンにタブレットを繋げると、それでカリカリと付属のペンを走らせて作業をはじめた。

        絵の仕事のことは本当によくわからないが、さっきまで転がって「なんにも出てこない」と叫んでいた姿はどこにもなく、いきいきと作業をしているようだった。

        そのことに、少なからず菜種もほっとする。

        「それじゃあ、すぐに用意しますから」

        その言葉に、秋穂は返事をしない。仕事に集中しているのだ。

        菜種は肩を竦めると、台所へと入っていった。冷蔵庫の中は買い足しておいたので、ずいぶん充実している。

        持ってきたハンバーガーはすっかりと冷めてしまったし、温め直すついでに、一緒に飲めるようにスープをつくることにした。

        　

        ＊＊＊

        　

        残っていた野菜でミネストローネをつくり、温め直したハンバーガーと一緒に出した。

        できた作品をさっさとメールで送った秋穂は「おいしーい！」と歓声を上げながら、ハンバーガーにかぶりつき、カップに注いだミネストローネも飲む。

        「無茶苦茶おいしいっすね、これ！　もうハンバーガー屋さんに行けないくらい！」

        「大袈裟ですよ、安かったから買ってきた丸パンに、つくったハンバーグ挟んだだけだから」

        「でも私、ピクルスってもっと臭かったり酸っぱかったりしていっつもどけてたんすけど、これピクルス無茶苦茶おいしくないっすか？」

        「野菜が傷みそうだったから、あり合わせで漬けただけだよ」

        「ほんとーぉぉに、大家さんってば謙虚過ぎですよぉ、もっと偉そうにしてもいいじゃないですかー。だって、ここのアパートの大家さんですし」

        そう言われても、菜種はなんとも申し訳なくなる。単純に自分は、年取った小百合の替わりにここの大家になっただけで、そこまで大したものじゃない。

        秋穂の自信満々な姿が、妙に眩しく感じてしまうのだ。

        「私は並河さんのほうがすごいと思いますよ」

        そうしみじみ言いながら、自分もハンバーガーを食べる。安い肉でつくった割には、我ながら結構いける。

        「そうですかあ？　私、しょっちゅう駄目人間扱いされてますけどぉ。というか、大家さんだって、最初はそう扱ってたじゃないっすかあ」

        「そりゃ挨拶に行って倒れてたら、誰だってこの人大丈夫かって思いますってば。そういうのじゃなくって、並河さんは自分の仕事に誇りを持ってるじゃないですか。仕事中なんて、それこそ私の声なんてなんにも耳に入らないくらいに。そこまで好きで一生懸命できることがあるって、すごいことじゃないですか」

        「はあ……」

        秋穂は目をパチパチとさせた。

        もしかして、突拍子もないことを言って、呆れさせてしまったんだろうか。そう思って菜種はおろおろとする。本当にそう思っているし、褒めているつもりだったのだけど。

        途端に、秋穂はへにゃっと笑ったのだ。

        「いやあ。いいもんっすねえ。私、滅多にここまで褒められることないんで！　もっと自己管理しっかりしろーとか、できて当たり前なことができてないーとか、同業者からは怒られてばっかりで。そっかあ、自分駄目駄目なのかあと思ってたんですよね。でも、そう言ってくれる人もいるんだなあと思ったら、なんだか安心しちゃいました」

        そう言って、秋穂は「ごちそう様でした！」と手をパチンと合わせた。

        菜種はそれに「おそまつ様でした」と返しながら、しみじみと考えた。

        普通なことしかできないのに、それをありがたがってくれる秋穂に出会えて、こちらのほうが嬉しいのに。自分が言った当たり前過ぎることを、そこまで喜んでくれる人がいるのかと。

        そのことに、胸がぽかぽかとしてきたのであった。

        　

        ＊＊＊

        　

        それからというもの、菜種はなにかに付けて、秋穂に胸を揉まれることが増えていった。

        「あぁん、もう駄目。自分駄目。納期が、納期がすぐそこなのにぃぃぃぃ！」

        「お、落ち着いて、秋穂さん。ほら、胸揉んでいいから……！」

        しょっちゅう食事をつくりに行っている菜種も、気付けばさっさと自分の胸を差し出されて、秋穂を宥めるようになっていった。

        納期でモニターが真っ白なパソコン。送らないといけないメールの文面が出てこない。パニックに陥っている秋穂をなんとか宥めすかして、胸を揉ませて、落ち着いたら作業に戻っていく。

        その日も、タイトな納期を終え、どうにか完成品をメールで送ったときにはぐったりとして、椅子の背もたれにもたれかかってしまっていた。

        「つーかーれーたー……」

        「お疲れ様。このところ、仕事が増えたみたいねえ」

        前は納期の間隔がもうちょっと空いていたような気がするが、最近は週に何度も納期が襲ってきている。菜種はイラストレーターの仕事がどんなものかは知らないが、さすがに増えすぎじゃないだろうか。

        それに秋穂は「ああー……」と力なく相槌を打った。

        「なんかですねえ。仕事増えたんですよ。取引先も。最近私、昼間はなにかに付けて出かけているでしょう？　あれ、新規取引先と打ち合わせです」

        「ああ……たしかに」

        相変わらず、朝と夜は食事をつくりに来ているものの、昼間は一緒に食べることが少なくなっていた。

        秋穂はにこにこと笑う。

        「今の私は最強なんですよ。だって菜種さんがおいしいご飯つくってくれて、スランプで頭が真っ白になったら、いっぱい甘やかしてくれるから。むしろ私がお礼をしないと駄目な感じっすよ」

        「まあ……」

        秋穂に明るく言われて、菜種はじんわりと胸が温かくなる。普通のことを、ここまで喜んでくれることなんて。秋穂は目をキラキラさせて言う。

        「なんかないっすか？　お礼」

        そう悪戯っぽい口調で言われ、ふと思いついた。

        このぐちゃぐちゃな格好で打ち合わせに行っているというのは、さすがにどうにかならないだろうかと。

        「だったら、秋穂さんを、お着替えさせていいかな？」

        「……へえ？」

        秋穂は素っ頓狂な声を上げる。

        「だって、家の中でだったらともかく、外でまでこんなぐちゃぐちゃの格好は駄目でしょ？」

        「や、だって、菜種さん。これが私だから」

        「だーめー。せめてジャージやトレーナーみたいな格好はやめなさいー。あとメガネ」

        本気で嫌がる秋穂を羽交い締めにすると、メガネを取り上げた。

        そのとき素顔を初めて見て、菜種は驚いた。

        秋穂のメガネは、はっきり言って瓶底メガネだ。重いし分厚いし、それのせいで彼女の目は必要以上に小さく見えていたが、取った途端にどうだ。瞳は猫のようなアーモンドアイだし、睫毛も存外に長く目を縁取っている。普段は髪とメガネに隠されているその愛くるしい顔を見た途端、菜種は目を奪われた。キュンキュンと胸が締め付けられるが、それが保護欲なのかなんなのかがわからない。

        しかし彼女は、美しくなろうという意識が皆無なので、外見には無頓着なのだ。

        「……どうして」

        「はい？　菜種さん」

        「どうして、こんなに可愛いのにメガネで隠してたの!?　もったいない……！」

        思わず大声を出してしまい、秋穂は耳がキィーンとなったらしく、目を白黒とさせていた。

        「だってぇ……仕事上ずーっとモニター見てるのに、目薬差しに行く時間もったいないですしぃ、昔はコンタクトレンズ持ってたけど捨てちゃいましたしぃ、そもそもおしゃれしてる時間があったら寝てたいんでぇ……」

        ごにょごにょとした弁解を聞きながら、菜種はげっそりとした。どうにもこうにも、家から出たくないらしい。

        「ちょっと、待ってて。せめて私の服で秋穂さんに似合うものがあるかもしれないから」

        「なっ、どうしてそんなに私に構うんですかぁ……！」

        本気でおしゃれが苦手らしい秋穂が悲鳴を上げる。くるくると表情が変わり、自分の好きなことに忠実な自由人。駄目人間ではあるものの、これは実は処世術で、天性の甘え上手なのではないか。

        菜種は人生において、家族以外からあんまり必要とされたことがない。この甘え上手な秋穂をさんざん甘やかすことで、自分も認められたような気になっているのだ。……いや、そんなの方便だ。

        「だって、可愛いじゃない。秋穂さんは」

        「かわ……っ!?」

        さんざん胸を揉まれても顔を埋められても気にならない理由なんて、ひとつしかない。

        いつの間にか好きになってしまったのだ、秋穂のことが。

        菜種はすぐに管理人室に戻ると、服を選んだ。

        胸が大きいために、可愛いと選んで買った服が太く見えてしまうからと泣く泣くタンスの肥やしにしてしまったこともあり、それなりに服も持っている。

        でもスレンダーな彼女だったら似合うはず。ロングスカートにホルダーネックのセーター、あとハイネックを持って、秋穂の部屋へと戻っていった。

        「はい、着替えて……！　私に対するご褒美なんでしょう？」

        「な、菜種さん強引っすぅー！　たしかに言ったけど、言いましたけど、もうちょっとこう、なにかプレゼントするとか考えてたのにぃー！」

        「私にとってのプレゼントは、秋穂さんが似合う服を着てくれることですっ！　さあ、まずはそのジャージを脱ぎましょうね……！」

        菜種はジタバタと暴れて抵抗する秋穂に馬乗りになると、そのままジャージを脱がせた。

        スレンダーな身体は、脱ぐと折れそうなほど華奢で、ちゃんとご飯を食べさせているのになと心配になってしまう。ずっと家にこもって仕事をしている割には、お腹もたるんでないし、腕にも結構筋肉が乗っている。

        ブラもショーツも量販店の簡素なものだったが、却ってそのほうが秋穂の素材のよさを引き出しているように思えた。

        無理矢理ハイネックとホルダーネックのセーターを着せ、ロングスカートを穿かせる。もっさりと伸ばしっぱなしの髪も、菜種の持ってきたシュシュでひとまとめにすれば、見違えるように変身した。

        秋穂は大きな瞳で拗ねたように菜種を見て、ちょっと唇を尖らせている。小さな体で華奢に見えても適度な脂肪が乗って、なんだか柔らかそうだ。

        本当に女の子っていい。菜種の胸が高鳴る……なんだか、好きになってしまう。この子を連れて外を歩きたい。抱きしめたい。その衝動はますます大きくなる。

        なんとかその気持ちを押し殺して、にこやかに笑う。

        「……やっぱり、秋穂さんはもうちょっと服に気を付けたほうがいいです。ほら、こんなに似合う服ありますよ」

        「可愛くなんかないですってばぁー、たまぁにならいいっすけど、こういう格好毎日もしてられませんってばあ……！」

        折角彼女に服を選んで着飾ってもあまり興味は無いみたいで、拗ねて唇を尖らせてしまった。

        さすがに服に興味のない子にやり過ぎたかなと、少しだけ反省する。そして、いつもの調子で言ってみた。

        「ほら、秋穂さん。私もさんざん楽しませてもらったから、今度は好きなことしていいから。おっぱいでも、なんでも。好きなように」

        「……本当に？」

        無理矢理服を引っぺがされたせいなのか、いつもよりも歯切れが悪く疑り深い顔で見てくる。

        「そこまで拗ねなくっても……ほら、どうぞ」

        「あぁん！　もう、菜種さんってばぁぁぁぁ!!」

        と叫んだかと思うと、いきなり抱きついて、覆い被さってきた。天井が見え、気が付くと、押し倒されてしまっているではないか。

        「え……ちょっと、秋穂……さん？」

        途端に、唇を押しつけられる。

        最初は歯と歯がガチリと当たって、痛さで顔をしかめたものの、今度は唇だけを尖らせて菜種のものと重ねてきた。最初は本当に押しつけるだけの強引なものだったが。だんだん、舌でペロペロと唇を舐めてきたのだ。

        それに驚いた菜種だが、口を薄く開いて、秋穂のものを招き入れてしまっていた。途端に秋穂は、ペロペロと菜種の口腔まで犯してきた。

        「ちゅ……ぷぅ……あぁあ……」

        冷蔵庫の電子音と、キスの水音だけが、この部屋を占めていた。

        はっきり言って、秋穂のキスは上手くはない。でも菜種は夢中になって受け入れていた。これだけ余裕を失った彼女は初めてで、これだけ夢中になって求められたのも初めてなのだ。ただただ、愛しさだけが募る。

        秋穂の強引なキスは、互いの唾液の糸がプチンと切れて終わった。

        「ぷはぁ……私が！　どれだけ我慢したと思ってるんすか!?　どんなにおっぱい触っても平気な顔してるし、毎日ご飯つくってくれておいしいし、もうご飯だけじゃなくって、菜種さん食べたいと思っても、単なる大家さんとしての好意じゃないっすか。無茶苦茶我慢しますよ!?　なのにそんな私の服を引っぺがしても平気な顔して……！　あぁん、もう！　もう！」

        菜種は彼女の想いを聞いて、ただ目を白黒とさせる。だってこの言い方だったら。

        「ええっと……秋穂さん。もしかして、私のこと、好きだったの？」

        「というより、好きにならない訳ないじゃないっすかぁ！　こんなに好意いっぱいもらったの初めてで、どうすればいいのかわかんなかったのに、菜種さんってば、いっつもヨユーそうな顔ばっかして、悔しいから、いつか絶対泣かせてやると思ってたのにぃー！」

        「泣かされても困るけど……でも」

        なんだか菜種はおかしくなってきてしまい、くすくす笑い出してしまった。それに秋穂はむっとする。

        「なんで笑うんすかぁー……！」

        「違うの、違うの。秋穂さん」

        そう言うと、今度は菜種が秋穂の顔を両手で挟み、唇を押し当てる。たっぷりと自身の唇で秋穂のものを吸い上げてから、唇を離した。秋穂は目をパチリと瞬かせる。

        「……私も、秋穂さんが好きだから。だから、なにをしても嫌じゃないから」

        「菜種さん……それ、本当に？」

        「本当本当」

        どうぞ、と両手を広げると、おずおずと秋穂は菜種の背中に腕を回してきた。思えば、さんざん胸を揉まれてきたのに、意外と普通に抱き合うことは初めてだった。互いの胸が潰れ、互いの鼓動を感じる。

        先程の強引なものではなく、秋穂はおずおずと唇を重ねる。菜種の真似をして唇を食み、吸う。菜種は舌を招き入れるように薄く唇を開くと、今度はリードするように彼女の舌を絡めていった。

        ジュクリジュクリと水音が響く。その中で秋穂は、菜種の着ているセーターを引っ張った。それを合図に、ふたりで服を脱がせ合う。服も彼女たちと同じように絡まり、ぽいっと床に捨てられる。

        最後にブラとショーツを剥がしたとき、ふたりともうっすらとショーツが愛液で糸を引いているのが見えた。

        「あら、まだなにもしてないのに……」

        「菜種さんだってそうじゃないっすかあ……！」

        さっきは勢いで押し倒してきた秋穂は、顔を真っ赤にさせて抗議してくるのに菜種は「ごめん」とくすくすと笑いながら、再び床に沈んだ。

        きめ細やかなで透き通った肌は触れると肌触りがよくて心地よく、どこも柔らかくて細い。女の子の体ってこんなに気持ちいいんだ。菜種は愛おしくなって秋穂の体を夢中で撫で回していた。

        秋穂は菜種の張りのある柔らかな胸に「おっきい……」と言いながら、顔を埋めていた。菜種は聖母のような気持ちで、愛しい人に乳房を与え、されるがまま任せていた。

        最初はただ、胸の谷間に顔を埋めていただけ、やわやわと胸を揉んでいただけだったが、だんだん、いつもの様子とは、指先の感覚が変わってきた。

        今までブラ越しでしか揉まれたことがなかったため、先端を弄られたことはなかったが、秋穂は胸の先端を摘まみ、そこをコリコリと触りはじめたのだ。だんだんそこは、硬度を誇ってピンとしてくる。

        「な、なあに……秋穂さ……ひゃあんっ……っ」

        途端に菜種は悲鳴を上げる。さんざん硬くなるまで弄っていた乳首を、口に含んで、口の中で飴玉みたいに転がしてきたのだ。

        最初は訳がわからずもどかしい熱にうなされていたが、だんだん出てくる悲鳴が甘くなってくる。

        「ひゃ……あぁあ……ちょっと、秋穂さ……やめっ」

        「れろっ……ええ、菜種さんすっごい気持ちよさそうな声上げてるじゃないっすかあ……ほら、おっぱいだってさっきからパンパンに張ってるんすよぉ？」

        そう言って、大きな乳房の形が変わるほどに秋穂が揺らすと、そこはゴム鞠のように跳ね上がる。もっと弄れと言わんばかりだ。

        しかし菜種は首を振る。

        「き、気持ちいいとか、わかんないからあ……」

        「あれ？　優しく舐めるのは駄目っすかあ？　うーん、あんまり痛くするのはよくないと思うんすけどぉ……」

        そうのたまう秋穂の吐息が乳首に当たり、さんざん弄られて敏感になった菜種はますます声を甘くする。

        これはわかってやっているのか、わからずにやっているのかわからない。菜種は嬌声を上げながら、必死で首を振っていると、秋穂は「だったら」と言って、再び乳首を口に含んだ。今度は歯を立てて甘噛みしてくる。途端に菜種は「あ、あぁんっ……っ」と声を荒げる。

        「あ、そっかあ。さっきより感度がいいー。ごめんなさい、菜種さん。おっぱいはもっと痛くしますからね」

        「ち、違うのぉ……っ、今まで、おっぱいで……こんなことになったことなんて……ないからぁ……」

        菜種も学生時代、相応の経験はあるが、ここまで過敏になったことはない。むしろ明らかに処女の秋穂に、ここまで嬌声を上げさせられる今のほうがおかしいのだ。

        秋穂は一瞬きょとんとしたあと、「あはっ」と笑う。

        「そっかあ、じゃあ私が初めてなんですねえ。菜種さんの初めていただいちゃいます！」

        そう言って意地悪く笑う秋穂に、菜種は下半身がジュクリ……と疼くのを感じた。悦に入った秋穂は、満足のいくまでさんざん乳首を甘噛みしてくる。空いているほうの乳首には爪を立ててきて、ぐりぐりと抉るように刺激を与えてくるので、そのたびに菜種は声を上げて、体を跳ねさせる。

        秋穂は満足いくまで胸を攻め立てたあと、ようやく菜種の下腹部に手を伸ばした。そこはすっかりと濡れそぼって、茂みがペタンと貼り付いてしまっている。

        秋穂はそこに狙いを定めて、自分のものと菜種のものを重ね合わせた。どちらも愛液が溢れて、互いのぬかるみに浸り、より一層互いの体温は熱くなる。

        「ひゃ……あぁん……秋穂さ……あんっっ」

        「熱……い、貝合わせって、こんな熱いものだったんすか……？」

        「知らな……知らないからぁぁ……」

        最初はゆるゆるとした動きだったが、熱にうなされ、ふたりとも腰を振って互いの熱を求め合う。その腰の動きはだんだんと激しくなり、重なり合った部分はすっかりと泡立ってしまい、体の境目が、もうわからなくなってしまっていた。

        秋穂は再び菜種の唇を奪う。また力任せな押しつけるものだったのを、菜種は受け入れて、何度も何度も秋穂のものを吸った。腰を振るたび胸が潰れ、先端の突起の硬さがそれぞれの柔肌を引っ掻いて心地いい。

        だんだん、なにか背中から迫り上がってきた。

        「あぁあ……ん、秋穂、さ……私……」

        「菜種さん……好きぃ……菜種さ……」

        どちらのものかはわからず、プシャアと淫液が溢れ出たとき、秋穂は悲鳴を上げて、菜種の胸に覆い被さっていたのだ。
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        「……背中、痛い」

        「ごめんなさーい。やっぱりぃ……初体験はもうちょっとロマンティックなほうがよかったっすねえ……失敗しました」

        初めて一線を越えたふたりは、ひとまずお風呂に入っていた。体を洗ってさっぱりさせたあと、向かい合って湯舟に入る。

        床でしてしまったために、菜種の背中はギシギシと痛んでいた。おまけにさんざん声を上げてしまったために、喉がガラガラになってしまっている。

        「……他の住民さんに声が聞こえてなかったらいいんだけど」

        「ああ、声？　大丈夫っすよー。さすがに玄関だったらやばかったんですけど、居間の声はドアを開けっぱなしにしてない限りは響きませんので」

        それを聞いてとりあえずほっとする。襲ってきたのは秋穂のほうだが、大家が住民に手を出したとなってはいろいろと駄目だろうと思う。

        菜種はお湯に浮かぶ自分の乳房を見て、ぎょっとする。気付けば胸にいっぱい痕だらけになっていたのだ。そういえば、何度も喘がされたとき、何度も胸を攻められていたようなと思い出し、今更ながら顔が赤くなる。

        「秋穂さん……私、ただあなたにおしゃれさせたかっただけなのに、どうしてこうなったのか……」

        「あはははは。なあんかすいませんねえ！　ごちそう様でした！」

        「そのギャグ、下品だからよそで言っちゃ駄目よ……」

        一方の秋穂はというと、体を洗い流したら完全にいつものおちゃらけた性格に戻ってしまい、あの菜種を攻め立てていた小悪魔な彼女はすっかりとなりを潜めてしまっていた。メガネを外したのが原因だったのか、ちょっとわからない。

        お湯の温かさにまどろんでいたら、「そうですねえー」と秋穂が言う。

        「仕切り直しって訳じゃないんすけど、菜種さんってパスポート持ってましたっけ？」

        「ええ？　一応修学旅行に行ったから持ってるけど……どうして？」

        突然の提案に、首を傾げていたら、秋穂は満面な笑みを浮かべる。

        「私、今度仕事で台湾にライブペインティングすることになったんすよ。同伴者一名まではオッケーなんで。一緒に行ってもらえませんか？」

        笑顔でそう言われて、菜種は目を白黒とさせてしまった。

        


        　

        　

    

    
        三

        　

        菜種はパスポートの期限の確認をする。

        「うーん、ギリギリ足りないから、更新にいかないと」

        高校時代に取ったものだから、期限が短い。改めて更新に向かわないといけない。

        それにしても、と振り返る。

        普段からヘラヘラ笑いながら絵を描き、生活能力は皆無と言っていい秋穂が、着実にキャリアを重ねて仕事を増やしているのだから、人ってわからないものだ。おまけにまさかの海外デビューで、台湾でライブペインティングだ。まさかそれの同伴者にしてもらえるなんて思ってもいなかったから、楽しみだ。

        しみじみと思いながら、菜種は差し入れの料理を持っていくことにした。最近頑張って仕事をしているから、ビーフストロガノフにしたが、今日は順調だろうか。

        「こんにちはー、お邪魔します」

        最近はすっかりと、秋穂の奥さんのように世話をしているのだから、少しだけくすぐったくなる。

        今日はごねて床で転がることも、お腹空かせて倒れていることもなく、普通にパソコンのモニターに向かって作業しているようだった。

        「あっ、いらっしゃい、なたちゃん！」

        「こんにちは。今日のノルマは順調？」

        「はい、今日の分はもうそろそろ終わりっすよ。よっし、保存したし送信っと」

        手早くメールを送信した秋穂は、伸びをしてパソコンを消した。菜種は「お疲れ様」と言いながら、食事の準備をする。

        匂いで、秋穂の目はキランと輝く。

        「わあ、今日はビーフストロガノフっすか!?」

        「はい。秋ちゃんこれが一番喜ぶから」

        「わあい。ありがとう、なたちゃん！」

        菜種が手早く温め直したそれを、ふたりで一緒に食べる。秋穂が口を開けるので、小首を傾げていると、秋穂が潤んだ瞳で見つめてきた。

        「あーんとか、してくれないの？」

        一瞬意味がわからなかったものの、菜種はスプーンでひとさじすくうと、それを秋穂の口に「あーん」と入れてあげた。それに秋穂は顔を綻ばせる。

        「いやあ、ほーんと忙しいと潤いって必要ですよねえ。この間からずっと仕事の打ち合わせばっかりだったんで。ライブビューイングでも、結構詰めましたしねえ」

        「お疲れ様」

        菜種は労いの言葉をかけつつ、イベントの内容を聞いてみた。

        「そういえば、ライブペインティングって、具体的にどうするの？」

        「うーんと、パソコンをスクリーンに繋いで、私が絵を描いているのを皆に見てもらうんす。ラフとか下書きは主催さんに確認してもらってオッケーもらったんで、あとは本番を皆に見てもらうんすよ。ＢＧＭで現地のＤＪさんがラップを披露したり、ちょっとしたショーになるんですね」

        「なるほどぉ……絵が完成する工程を音楽と一緒に楽しむってスタイルね。でも、そんなのに出るんだったら現地でも秋ちゃんのファンが大勢来るんだろうけど。その人たちに見てもらえるような服持ってるの？」

        言ったら悪いが、秋穂は前に菜種に引っ剥がされる程度の服しか持っていない。普段から家に篭もりっきりで仕事をしているせいだ。それを指摘すると、秋穂はオーバーリアクションで「うっ」と呻き声を上げる。

        「ほ、ほらあ、音楽と一緒とは言っても、メインはイラストですし……」

        「いや、せめて髪と服。もうちょっとなんとかしましょうよ。髪は癖毛で爆発してるし、服は毛玉ついてないものはジャージしかないし」

        「客層が違うというか、おしゃれなんてしなくっても大丈夫ですよー！」

        前に服を無理矢理脱がされたことに脅えてか、秋穂はブルブルと首を振るがきっぱりと「ダ・メ」と言う。

        「やっぱりよくないわ。折角台湾に行くんだし、人前に出ても恥ずかしくない格好をしましょう。ああ、そうだ。私今度パスポートの更新に行くんだけど、よかったら一緒に服買いましょ？」

        「ふ、服買うために外出るなんて……人いっぱいだしぃ、店員さんに着せ替え人形にされていっぱい服買わされるしぃ……」

        どうも服を買いたがらないのは、ショップの店員を体よく追い払う術を知らずに、どんどん褒め殺しにされて大量購入させられたのが原因らしい。本気で嫌がっている様子に、菜種は溜息をついた。

        この人、本当に生活能力がないなあと。今までよく生きられたなと、彼女の運のよさに驚くばかりだ。

        「大丈夫だから、秋ちゃん。店員さんは来ないから。服は私が見てあげるから、そんなに無理矢理買わせたりしないから」

        「本当に……？」

        まだ歯切れが悪いが、涙がほんの少し引っ込んだ。菜種はできる限り優しく頷いた。

        「本当よ。それに、ふたりで一緒に出かけたらデートでしょ？　服を買ったら、一緒に遊びましょう。お菓子を食べに行ってもいいし、秋ちゃんが行きたい場所に行ってもいいし。ねっ？」

        デート。そのひと言に秋穂が反応した。

        「うえぇぇぇぇ……なたちゃんとデート、デート……ほんっとうに、服屋行くの苦手なんですけど、なたちゃんが見てくれるんだったら、まだなんとかなるかな……うん」

        「うん。一緒に行きましょう？」

        「わっかりました！　私もデートで行くとこ、どこか決めときますんで！」

        やたらと生き生きしはじめた秋穂を見て、菜種は苦笑した。

        デートを主流にするつもりはなかったんだけれど、行く気になってくれたんだったらそれはよかった。でもあれだけ買い物に行くのも服を買うのも嫌がっていた秋穂が、そんなに喜んでいるのは少しだけ不思議に思える。

        そんなにデートがしたかったんだろうか。それとも、なにか企んでいるんだろうか。

        ひとまず、食事をしながら行く日を決めて別れたのだった。

        　

        ＊＊＊

        　

        デートといっても、菜種も女同士は初めてで、いったいどんな服を着ればいいのだろうとついつい迷ってしまう。

        おしゃれをするのを苦手視している秋穂が、萎縮してしまわないようにしないといけないし、だからといってあまりにも気を抜いたような格好をするのも考え物だろう。結局はパスポート更新のためと言い訳し、バーゲンで買って放置していたロングワンピースにコートで落ち着いた。

        秋穂は管理人室まで来ると言っていたが、どんな格好で来るのだろうと思っていたら、チャイムが鳴った。

        「なたちゃーん」

        いつもの間延びした声。

        ジャージで来るのかと思っていたら、意外なことにスカジャンにハーフパンツに、アーミーブーツで固めた格好でやって来た。華奢でスレンダーな秋穂にはよく似合う格好だった。

        「秋ちゃん、可愛い。おしゃれしたんだ？」

        「い、一応服は持ってるんすよ!?　ただ片付けが下手くそで、どこになにがあったかついつい忘れちゃうんで……頑張って捜索して探し当てたんです」

        パタパタ手を振って言い訳する様は、相変わらず買い物に行くのに乗り気じゃないらしいが、秋穂の似合う格好が見られたおかげで、どんな店に行くかの算段もついた。

        「そうね、じゃあ行きましょう」

        「は、はあい！」

        さっきまで照れていた様子はどこへやら。菜種に抱きついて、そのまま腕を絡めてきた。それに菜種もくすくす笑いながらされるがままになる。

        ふたりでバスに乗り、目的の繁華街に来た。

        古い昔ながらの商店街と、おしゃれな今時のショッピングモールがちぐはぐに絡み合った街で、服もカジュアルからスポーティーなもの、モードなものからパーティードレスまでなんでも揃うので、一日歩いても飽きが来ない。

        もっとも。服屋の通りに来た途端に、案の定秋穂は脅えたように腕にしがみついてきた。

        「大丈夫よ、秋ちゃん。別に服は取って食わないから」

        「で、でもぉ……なあんか私には場違いな気がして……」

        「大丈夫だから。モデル体型の可愛い秋ちゃんを、邪険に扱う人はいないから」

        「そ、それは褒め過ぎっすよ!?」

        顔を真っ赤にして首を振るのを見て、菜種はクスクスと笑う。そのつくってない素朴なところが可愛らしいと思うのだけれど。本人はそれに気付いてない。

        ふたりでしばらく歩いている先で、ようやく目的の店が見つかった。

        カジュアルな服を置いているので、ここならば秋穂も気に入るような服があるだろうと、入ることにした。

        秋穂は「ふああ……」と言いながら、中をキョロキョロと見る。

        「そういえば秋ちゃん、どんな服が着てみたいとか、どんなモデルさんの服がいいとかあるの？」

        「ええ……私、本当にわからないんで、マネキンの上から下までを店員さんに頼んで選んでもらってます」

        「……うん、たしかにそれだったら絶対に外れがないけど、他の服の合わせ方もわからないでしょ」

        「はい……」

        ヘニャッと秋穂が頷く。とりあえず、毎日着ても着崩れることがないよう、丈夫なパンツやスカートを探すことからはじめることにした。

        「多分この辺りだったら、似合うと思うんだけど。さすがに服のサイズはわかるよね？」

        「えっと……」

        秋穂が縮こまっているのに、菜種は手を引きながら、彼女の服を選んであげた。カラーシャツにトレーナー、スリットの入ったデニム地のロングスカート。この辺りなら、毎日着てもそう簡単に着崩れることもないだろう。

        「この辺りだったら、秋ちゃんが普段持ってるトレーナーやジャージとも合わせられると思うんだけど」

        「そうなんですかねえ？」

        「上だけジャージを着てデニムのスカートでも可愛いし、上はトレーナーでジャージでも可愛いでしょ」

        とりあえずライブペインティングの服を見繕うだけで、秋穂はいっぱいいっぱいになってしまっていた。そんな秋穂を慰めるために、ふたりで屋台通りへと向かう。

        たこ焼きをひとパック買って、それをふたりで分けたら、秋穂も少しだけ元気になってきた。

        「秋ちゃん。そんなに疲れちゃった？」

        「疲れたっていうか……本当に服屋に入ると気後れしちゃって……私なんかがあんなとこにずっといていいのかとか、そればっかり」

        「そこまで卑下する必要はないと思うけど」

        たこ焼きをパクパクと食べながら、秋穂は言う。

        「なたちゃんすごいですよぉ、あんなにおしゃれな店員さんたちを躱かわしながら、欲しい服だけ買えるなんて」

        「それは買い物し慣れてるからじゃないかな。私からしてみれば、秋ちゃんが絵を描いて生計立てられる時点で充分すごいんだけど」

        「それこそ慣れですもんー。はあ……なたちゃんの褒め殺しー」

        そう秋穂が言いながら、最後のたこ焼きもハムリと食べる。体が温まり、お腹もいっぱいになったら、少しだけ満ち足りた気分になってくる。

        服を買い終えたあと、菜種のパスポート更新へと向かい、どうにか終わらせる。まだ日も高いし、これならば秋穂のしたいこともできそうだ。

        「そういえば、秋ちゃんはデートで、他にしたいことってある？」

        「えっとですねえ……これ、実はずっとしてみたかったんですけどぉ……」

        秋穂はモジモジとしてなかなか言い出さない。それに菜種はキョトンとしてみせた。

        「別になんでもいいんだけど、なに？　行きたい店があるとか？」

        「店じゃないんですけどぉ……引きませんか？」

        「引かない引かない」

        「じゃ、じゃあ！　なたちゃん！」

        そう言って、秋穂は菜種の手を取る。相変わらず自由過ぎる秋穂の言動が全く読めないまま、彼女の顔を眺めていたら、顔を火照らせたまま秋穂は言った。

        「ラブホテル！　言ってみたいんです！」

        「……はい？」

        　

        ＊＊＊

        　

        とりあえず、ＳＮＳでもたびたび広告を出しているラブホテルまで足を伸ばし、ふたりでわからないなりに部屋を選んでやってきた。

        「おお、お金はホテルの中に入ったら、ここで精算するんすね！　回転ベッドでは……ないんですねえ……お風呂は全面ガラス張り！　エッチ！」

        秋穂は興奮して、部屋をくまなく探検するので、菜種もキョロキョロと辺りを見回した。

        今まで高速道路から見える、お城のような建物という印象しかなかったところに、まさか自分もやってくることになるとは思っていなかった。もっとエッチな雰囲気なのかと思っていたけれど、意外と普通のビジネスホテルみたいだ。

        そう思ってベッドに腰をかけてみたら、ベッドの脇になにか四角い箱があることに気付いた。

        「うん……？」

        菜種はその箱を覗き込んで、顔を真っ赤にした。

        ローターやディルドなど、大人のおもちゃを売っている自販機だったのだ。

        ひとしきり探検をし、スマホで写真を撮った秋穂は、顔を赤くしたまま固まっている菜種を見て首を捻る。

        「なたちゃん？　おーい、どうしたんすかー？」

        「えっと……ここ、やっぱりラブホテルだったんだなあと思って」

        「へー？　おー……」

        さんざん服屋で恥ずかしがっていた秋穂はどこへやら、彼女は好奇心旺盛に自販機のものを物色しはじめた。

        「あのですね、なたちゃん。さっき、私も発見したんですよ。レンタルで衣装も貸してもらえるみたいなんですけど！　シャワー浴びたら着てみませんか？」

        「着るって……秋ちゃん、普通に服買うのは恥ずかしがるのに、レンタル衣装だったら平気なの？」

        「だってコスプレじゃないっすか。それにこういう場所で着るんだったらなたちゃん以外誰にも見られないから平気だし」

        そういうものなんだろうか。全然わからないと思いながらも、秋穂に引きずられる形で、ふたりでシャワーを浴びることにした。

        秋穂が見せてきた服は、胸が大きく開き、スカートは中身が見えそうなほどに短い、いわゆるフレンチメイドと呼ばれる衣装だった。

        「これ……いくらなんでも短過ぎない？」

        「どうせ見るのは私だけですし、問題ないですよぉ！　ほらほら、私も着ますから、一緒に着ましょう！」

        「そ、そうねえ……」

        さっさと着替えた秋穂はベッドのほうに出て行ってしまったので、心細くなった菜種も勇気を出して袖を通してみる。思っている以上に胸の谷間が大きく見えるし、下はスカートを引っ張らなかったらすぐに中身が丸見えだ。

        本当にこんなのを着たまま、するんだろうか。

        菜種はスカートを引っ張りながら、恐る恐るベッドに出て行った。

        「お、お待たせ……秋ちゃん……」

        「ああ、なたちゃーん！」

        秋穂はパァーッと笑顔で振り返る。スレンダーな秋穂が着たら、いかにエッチなフレンチメイドもそこまでエッチに見えず、そういう衣装なんだなと思えるから不思議だ。

        それよりも。彼女が持っている明らかに卑猥なピンク色の物体が気になり、菜種は顔を引きつらせる。

        「あの、秋ちゃん。それ……」

        「ああ。自販機で買っちゃいました！　面白そうだったんで」

        そう言いながら、スマホでパシャパシャと撮っているのは大人のおもちゃだった。両端にイボイボの付いている物に、卵型のローター……。どうやって使うのかは想像付くものの、まさか使う気なんだろうか。

        そしてなにやらピンク色の小瓶。そこからは人工的な甘い匂いがプンとする。

        「あの、秋ちゃん。それは……？」

        「盛り上がるためのドリンクっすねえ。媚薬？」

        「び、媚薬……!?　そんなの自販機で買って大丈夫なの!?」

        「大丈夫ですよぉ。ちょっと盛り上がるためのもんですし。あ、そうだ。折角ですから一緒に記念撮影しましょー」

        そう言って秋穂がスマホを向けてくるので、菜種ががばっと両腕を交差して首を振る。

        「ほらあ、写真撮りましょう。エッチなメイドさんふたりで。はい、ピース」

        「写真って……こういうのを撮るのはちょっと……」

        「大丈夫ですよぉ、私の絵を描くための資料ですし、ただの思い出づくりです。エッチ中にはそんなん撮れる余裕ないですしぃ」

        そう言って、パシャリと一枚撮った。

        ふたりで撮れた写真を見ると、満面の笑みの秋穂と変な笑顔を浮かべる菜種が、仲良くメイド服を着ているのがわかる。レーシーな部屋の背景は、ここがラブホテルだと言わなかったら、たしかにメルヘンな写真にしか見えない。

        秋穂はスマホを鞄にしまうと「さて」と言って菜種にしなだれかかる。

        「この媚薬、どうしましょっか。体に塗ります？　飲んじゃいます？」

        「飲むって……これ変な匂いするけど、体に問題ない？」

        「心配性っすねえ、なたちゃんも。これっていわゆるプラシーボ効果で盛り上がろうって奴ですよ。恋人同士がこれを飲みっこして、気分を盛り上げてエッチに励むっていう趣向ですね。そんなに心配なら、私が飲みますから、それで大丈夫そうならなたちゃんも飲んでみてくださいよ。全然大丈夫なんで」

        そう言って、秋穂はためらいなく小瓶を開けると、その甘い匂いの液体を飲んだ。そして秋穂は「まっずい！」と声を上げる。それに心配して、菜種が「口ゆすいでくる？」とおろおろと自販機に水はないかと探しに行こうとするものの、秋穂が手首を掴んで止める。

        「だから心配し過ぎですってばあ、なたちゃんも。これ、小児科のシロップ薬みたいな味ですけど、毒じゃないですってば。ほら」

        秋穂は残りの媚薬も口に含むと、口移しで飲ませてくる。菜種は唇を割って入ってくる代物を口にして、思わず顔をしかめてしまった。たしかにこれは小さい頃のトラウマを思わせる、なんとかいちごジュースの味に近付けようとして失敗したような味がする。

        でも。ぴちゃんぴちゃんと水音を立てて秋穂に口腔を弄られ、ザラリとした舌の感触が体を襲った途端に、体が反応することに気付いた。

        「れろ……なたちゃん、今日は敏感っすかぁ……？」

        口腔を攻めつつ、メイド服から伸びる太股の感触を楽しんでいた秋穂に尋ねられ、菜種は焦る。

        あの媚薬はプラシーボ効果でエッチを盛り上げるものだと教えてもらった。実際に媚薬を信じている訳ではないが。体が反応してしまっているのだ。

        「こ、これ……本当にプラシーボ効果……よね……？　体が……熱い……」

        太股を撫でられるのが心地よく、ついついメイド服のスカートをずらして秋穂の手を招いている自分に気付き、頭のどこかで愕然とした。

        秋穂は普段の菜種よりも反応が過敏なことに「んー……」と首を捻る。

        「あれじゃないっすかねえ、なたちゃん。もしかして催眠術にかかりやすいんじゃ」

        「ええ……？」

        秋穂は片手で太股を揉み込みながら、もう片方の手で菜種のメイド服の胸元をずらすと、たちまち大きな乳房がプルンと飛び出した。

        胸の愛撫はまだだというのに、既に乳首が硬くなってしまっているのを、指でつねったり爪で引っ掻いたりすると、途端に菜種から「あぁんっ……」と悶えた声が飛び出てしまう。

        秋穂がいやらしく双丘を揉むと、まるでマシュマロのように形を変えていく。

        「心配っすよぉ……ただでさえ料理上手でえ、おっぱいも大きくってえ、おっとりしているなたちゃんが、そんな簡単に催眠術に引っかかるんじゃあ。だとしたら私がきっちり調教しなきゃですよねえ」

        「ちょ……調教ってぇ……あんっ……痛いのはぁ……やぁんっっ……うんっ」

        一線を越える前から、何度も揉まれ続けていた菜種の乳房は、前よりもあからさまにいやらしく大きく育っていた。秋穂が適度に力を加えるたびに、菜種の喉からは嬌声が漏れてくる。

        それに秋穂は呆れたような声を上げる。

        「なたちゃんの嘘つきぃー、痛いのむっちゃ好きな癖にそんなことばっかり言って。でも私もＳっ気はないんで、調教って言ってもこれ以上痛いことはしないんでそこは安心してください」

        それにほっとしていたら、秋穂はさっき買った大人のおもちゃから、ひとつ取り出した。

        それは卵形のローターだ。電源を入れると、たちまちブブブブ……と音を立ててくる。それで固くなった菜種の乳首に近付けると、震動部分を押し当ててきたのだ。それはさんざんつねられたり爪を立てられたり噛まれたりして、痛みの快感を覚えてきた乳頭には、たまらない感覚だった。

        「ひゃっ……あぁあ……な、なに、これぇ……！」

        「わあ、本当になたちゃんってばエッチなんだからあ。乳首だけでこんな反応してたら駄目っすよぉ。それにこれだけじゃもう片方の刺激は足りないですね。ちょーっと待っててくださいね」

        そう言って、秋穂は鞄からなにかを取り出してきた。

        「マスキングテープだったら、すぐに剥がれますんで、痛くないですからねえ。これでちょっと片方固定しちゃいますねえ」

        震動部分をテープで固定されてしまい、さらにもうひとつのローターを左乳首にまで当てられる。今までさんざん胸を攻められたときだって、片方をつねられていたらもう片方は噛まれるという具合に、不規則な刺激は与えられたことはあった。だが同じ刺激を同時に与えられたことはない。

        ブブブブブ……という音が、もう片方の乳首までマスキングテープで留められてしまう。

        「あぁあ……やんっ、同じ刺激ばっかぁ……」

        「そう言っても、なたちゃん。ほんっとうに気持ちよさそうですよ。顔、蕩けちゃってますもん」

        「え……？」

        「ほら」

        そう言って秋穂は天井を指差す。

        ベッドの上の天井が、ちょうど鏡になっていたのだ。それを見て、菜種は愕然とする。

        ファンシーな柄のマスキングテープがローターを固定し、両方の乳首を同時に攻められた、メイド服の菜種が写り込んでいる。そしてその顔。

        秋穂が言う通り、たしかに頬は紅潮し、口元は悦楽で半分開き、瞳は完全に垂れ下がって蕩けきってしまっている。

        その情けない顔に、菜種は顔を覆おうとする。

        「いやぁ……み、見ないで秋ちゃ……」

        「駄目ですよぉ、すんごい可愛い顔してんですからぁ。それは私の特権ですよ。なたちゃんと仲良ししている私だけの特権。鏡にさんざん見せつけちゃいましょう」

        「や……あぁあ……」

        菜種がローターの感覚でぺたんと座り込んでいる中、秋穂はそんな菜種を優しくベッドに押し倒し、スカートを捲り上げる。

        ショーツがすっかりと愛液で濡れそぼってしまっているのを、彼女は指を引っかけてスルスルと脱がせてしまった。

        「すっかりぐしょぐしょですね。ここもちゃんとしてあげますからね」

        菜種の足を持ち上げると自分の肩に引っかけ、そのまま秘裂に舌を這わせはじめた。ザラリとした刺激に、菜種はまたもビクンと体を震わせる。

        「や……やめて秋ちゃ……そんなとこ、きたな……」

        「さっき一緒のシャワー浴びたでしょうがあ。なたちゃんの体は綺麗なもんっすよぉ」

        「そんなとこで、しゃべっちゃいやぁ……」

        吐息が当たり、火照った体はますます熱を生み出し、それを出す術がなく菜種は悶える。しなやかな太股で秋穂を挟み込んでしまうが、秋穂は笑うばかりだ。

        舌がざらりと菜種の秘裂をなぞり、奥まで入れて、溢れ出てくる愛液をすする。ちょんちょんと秘芽まで舌でつつき、時には歯を立てられて、たまらず「くぅーん……」と声を上げる。

        胸の先端を刺激され、秘裂を舌でなぞられ、だんだん奥からなにかが迫り上がってくるのを感じる。でもこれは……尿意のような気がし、声を上げ続けていた菜種は顔を青醒めさせる。

        「あ、秋ちゃん……どいて……」

        「じゅる……なあに、なたちゃん……」

        「ト、トイレ……」

        「えー。漏らしそうなんすか？」

        菜種は首を必死に縦に振るものの、秋穂はますます秘芽への刺激を強めてくる。たしかに気持ちがいいが、ますます尿意が高まってくるので、必死に抵抗して、秋穂の頭を押しのけようとしてくる。

        「お、お願い……汚いから……続きはトイレが終わってから……」

        「んー……たしかに私もアブノーマルな趣味はないんすけどお、多分違うと思うんでこのまま続行で」

        「嘘、お願い、やめ……っ」

        むずむずと背中から腰を通り臀部まで迫ってくるものが、だんだん下腹部に溜まってきて。とうとう大きく水音を立てて、噴出してしまった。

        気持ちいい。

        必死で我慢していたものが解放された瞬間、そう思ってしまったが、自分の秘裂を必死で舐めていたのは秋穂だ。顔にかけていいものでもあるまい。菜種は慌てて、浴室からタオルを取りに行こうとして、ようやく秋穂は顔を上げた。

        不思議とかかったものは透明で、匂いもしない。

        「あ、秋ちゃん……！　ごめんなさい、私、年甲斐もなくも、漏らして……」

        「んー、やっぱりだあ」

        あろうことか、秋穂はかかった液体を指で拭ったかと思ったら、それをチロリと舐めてくるので、ますます申し訳ない気持ちになってしまう。

        「き、汚いから！　ほら、タオル持ってきたから、これで拭いて！」

        菜種が必死で懇願するので、秋穂はタオルを受け取って顔を拭いているが、泣きそうな菜種と反対で、いつものマイペースな彼女のままだ。

        「んー、でもなたちゃん。これ、潮っすよ？　ＡＶだとあるとは聞いたことがあるけど、本当にあるんすねえ。潮吹きって」

        「え……潮？」

        女性誌のセックス講座では、女性は絶頂のタイミングで潮を吹くと称されることがあるが、そんなものはファンタジーだと思っていた。でもそうじゃなかったら、今菜種が噴き出したものがなにかが説明付かない。尿にしては、無味無臭なのだから。

        秋穂は脳天気に笑う。

        「あはは……なたちゃんってば、エッチなメイドさんの服着ておっぱいで感じたり潮吹いたりなんて、素質あり過ぎっすよぉ。こんなに調教し甲斐があるなんて思ってもなかったです」

        「そんなこと……言われても……」

        そもそも菜種だって、まさか自分の体がこんなに淫乱だなんて思ってもいなかったのだから、驚いているのだ。秋穂は自分の顔を拭いたタオルで菜種の下腹部も拭うと、彼女の唇にくっつけるだけのキスをする。

        「……どんなにエッチでも、そんななたちゃんが好きですよぉ。あと、このおもちゃも使いましょうか？」

        最後に秋穂が取り出したのは、両端がどちらもイボイボしているものだった。

        「あの……これってどうやって使……」

        「双頭ディルドって奴っすよ。これ使えば、女ふたりでも繋がれるんです」

        「あ……」

        菜種の顔が赤くなる。どちらにも男性のモノは付いてないのだから、繋がるとしたらディルドに頼るしかないのだ。秋穂がグネグネとそれを揺らすと、ブルンブルンと揺れる。

        「どうしますかー？　今イッたばかりだったら止め……」

        正直、男性器を大袈裟にしたようなデザインだし、そもそも本物には付いていないいぼいぼが生えているものを挿れるのは怖い……でも。

        秋穂と一緒になれると思うと試してみたいような気がする。なによりも彼女も気持ち良くさせてみたいと考えると、すごく興奮してきた。

        「つ、使おう！　やってみよう！」

        「りょうかーい」

        そうは言っても、ふたりで使うとしてもタイミングよく挿れなかったら、ちゃんと繋がることができない。ディルドの柄をふたりで支えて、恐る恐る互いの秘裂に先端を与えた。どちらの秘裂からも愛液が溢れているので、少なくとも挿れても痛くはないだろう。

        「それじゃ、挿れましょう！」

        「う、うん……にゃっ……」

        グニュリ……と秘裂にシリコンの先端が入ってきた。それにいぼいぼの感触が、菜種の秘部を刺激してくる。秋穂の舌のざらざらした感触とも、細いけれどペンだこができてでこぼこしている彼女の指とも違う。

        菜種はその感触に身を任せていたら、正面の秋穂の顔と鉢合った。秋穂もまた、蕩けた顔をして、口元に満面の笑みを浮かべている。普段の脳天気な笑顔とは違う趣だ。

        「えへへ……なたちゃんと繋がれたぁ……」

        秋穂が腰をゆらゆらと揺らすと、ディルドも菜種の中で擦れる。ベッドもギシギシと揺れて、ますます悩ましい震動を与え続ける。

        そんな菜種を、秋穂はきつく抱き締めてきた。さんざん揺らし続けたせいで、ずれ落ちてしまった秋穂の胸の先端にも、菜種が留められているローターが当たる。それにますます秋穂は「あはは」と笑う。

        「ほんと……これたまんねえっすね。おっぱいもお股も気持ちいいって」

        「や……秋ちゃん……そんなこと言っちゃや……」

        「なたちゃんの嫌って言葉、だいたいイイって言葉じゃないっすかあ。もっと刺激欲しいですか？」

        そう言って、なにかをカチッと押した。胸の先端で固定されたローターの震動がきつくなる。秋穂が持っていたのは、ローターの強弱ボタンだ。思わず菜種は声を上げ、秋穂の胸を潰す勢いで自身の胸を押しつけてきた。

        そして先端を刺激されるのは、秋穂も同じだ。

        「あぁんっ……秋ちゃぁ……」

        「ん、なたちゃん……好き」

        「私も、好きぃ……好きなのぉ……」

        互いに胸に手を這わせ合いながら、ぴちゃぴちゃと唇を奪い合う。だんだん互いの口腔の唾液も、互いの口で受け止めきれずに、ローターで刺激され続ける胸に溢れ続けてきた。

        とうとう菜種は秋穂を押し倒し、ディルドごと体をくねらせた。互いを繋げている双頭のモノも、より深部を抉り、貫いていく。

        またも尿意に似た快感が、今度はふたりの背中を駆け巡って、頭を白濁色に塗り潰されていく。

        「あ……あぁあ……あぁああああ……んっ！」

        じゅわり……と太腿にまで愛液が伝った。どちらもぜいぜいと息を切らすものの、挿入されているものを抜かなければ、終わらない。

        やがて……上に乗っている菜種が、恐る恐るディルドを抜いたのだった。

        ベッドに横たわっている秋穂は、全身で息をしながら笑っている。

        「あはははは……ラストのなたちゃん、私を押し倒して迫るんですもの。ああ、食われるって思いましたよぉ」

        「そ、そんなつもりは……」

        菜種は思い出したかのように、ローターの電源を切ると、それを外して袋に入れる。ついでにさっきまでふたりを繋いでいた双頭ディルドもそこに入れて縛った。さすがにこれはもう使えないだろうから、処分してもらおうとゴミ箱に捨てることにした。

        秋穂は上機嫌に、ごろんと寝転がって、天井の鏡を見た。

        胸を丸出しにしたメイドが、ベッドでふたりして転がっているシュールな絵がそこには広がっている。

        菜種は秋穂を見た。いい加減な駄目人間かと思いきや、仕事には誠実で、かと思いきや服屋に入れないという可愛いところまで見せてくれる。

        こんな掴み所のない人を好きになるなんて、思いもしなかったと、なんとなく秋穂の頬に唇を押しつけた。それに秋穂はきょとんとした。

        「なんすかあ？　私、もし第二ラウンドお待ちなら、もうちょっとだけ待ってくれないと体力がないんですけどぉー」

        「そういうのじゃなくって。ただ、私、あなたのことを好きだなあと思っただけで」

        素直に思ったことを言った途端に、秋穂は今まで以上に顔を真っ赤に火照らせた。

        「そ、そりゃ私だってなたちゃんのこと好きだけど！　あぁんもう、本当になたちゃんってばぁ～」

        秋穂は照れて枕に顔を押しつけて、ゴロンゴロンと転がってしまった。それに菜種はくすくすと笑う。

        捉えどころがなくって、コロコロと違う顔を見せてくれる秋穂のことが大好きだ。台湾に旅行に行く日が、本当に待ち遠しい。

        


        　

        　

    

    
        四

        　

        飛行機で海を越えただけなのに、不思議と空の色が違うような気がする。日本は空港に着いた途端に醤油の匂いがすると言うが、タラップを降りた途端に、不思議な匂いがするのに、菜種は首を傾げた。

        聞こえてくる言葉は中国語に、ところどころ英語。ここが台湾かと、菜種はマジマジと空港を見てしまった。

        秋穂は脳天気に笑う。

        「あんまり物珍しい顔してちゃ駄目っすよぉ。これからホテルに向かいますから」

        「えっと、台湾の出版社の企画なんだっけ？　ライブペインティングは」

        「そうっすよぉ。今日は軽ーく打ち合わせで、明日にパソコン繋いで皆に私の絵を見てもらいまーす」

        そう言ってケラケラと笑っている秋穂は、菜種が見立てたワンピースを着ている。カジュアルな服が好きでスレンダーな彼女には、よく似合っている。これだったら、多分ライブペインティングのときも大丈夫そうだ。

        かく言う菜種も、綺麗な形のトレーナーにパンツルックだけれど、そこまで派手ではないし、大丈夫だろう。しばらく歩いていたら、「並河先生！」と声をかけられた。

        台湾の出版社の人だ。ふたりで頭を下げ、ホテルに案内してもらう。

        流暢な日本語で、いろいろと教えてくれた。

        「昼に軽く打ち合わせをしてから、しばらく観光をと考えていますけれど、おふたりで遊びに行かれますか？」

        「んー、そうですねえ……なたちゃんはどうしますかー？」

        「え、ええっと。私はお土産屋を見たいなあと思っています。アパートの皆さんにお土産を買いたいですし」

        「了解しました。ご一緒される方が、並河先生の居住地の大家さんだと聞いてちょっとびっくりしましたけど、仲いいんですねえ」

        ころころと笑われ、菜種は赤面する。秋穂はそれにあははと笑う。

        「そうですよー。私も、なたちゃ……菜種さんがいなかったら今頃野垂れ死んでますからねえ。感謝感謝でーすよ。ねー？」

        そう言ってわざとらしく腕を絡めてくる秋穂に、菜種は苦笑した。ただいつもの調子で「あんまりからかわないの」とデコピンをするに留めた。

        案内されたのは、思っている以上にランクの高いホテルで、これが海外から作家を呼んでイベントを開催する出版社の実力なのかと、あまり事情を知らない菜種は唖然とする。

        「それでは、正午になったらロビーに集まってください。昼食にご案内します。打ち合わせをしてから、観光ですね」

        そう親切に教えられ、ふたりに宛がわれた部屋へと向かった。

        部屋は綺麗で、ベッドはふたつ。窓からは台湾の賑やかな街並みが見下ろせた。ホテルの近辺は高層ビルが立ち並び近代的な雰囲気だが、路地裏には古めかしい建物が点在して昔ながらの生活の営みが垣間見られる。現在と過去が入り混じった様が、ノスタルジーを醸し出している。

        「異国情緒溢れるって感じねえ……」

        「そうっすねえ。じゃあ昼食まで時間はあるし……」

        秋穂はポイッと鞄をベッドの脇に置くと、そのままガバッと菜種をベッドに押し倒した。それに菜種は悲鳴を上げる。

        「ちょっと……まだお昼にもなってないから！　まだお仕事はじまってもいないでしょ!?　なんでそんなに盛ってるの……！」

        軽く抵抗するものの、秋穂はムニュムニュと胸の谷間に顔を埋める。

        「鋭気を養ってるんすよぉ……だって明日は、言葉の通じない人たちの前で、一生懸命絵を描かないと駄目なんでぇー」

        「ああ……」

        今日はずっとにこにこしているかと思えば、突然、奇行に走ってしまうのは、どうも緊張しているらしかった。そういえば、スランプになったときは必ずといっていいほど菜種の胸を揉んだり摘まんだりしているのだって、緊張を解きほぐすためのルーチーンのようなものだ。

        いくら招待されているとはいえ、ここは秋穂にとってはアウェイなのだ。緊張してナイーブになったりもするだろう。

        菜種は仕方ないなあと思いながら、胸をもにゅもにゅと揉んで顔を埋めている秋穂の頭を撫でた。

        「正午までだからね。お昼は外で食べて、打ち合わせをしてから観光なんだから。それまでに戻ってね」

        「うう……なたちゃんってば優し過ぎっ……！　私も馬鹿になっちゃいますよぉ」

        「秋ちゃん、充分馬鹿だなあって思っているから安心して」

        「ひどいっ！　私だって緊張したらおかしくなりますよぉ」

        そう言って、菜種のトレーナーを捲り上げると、ぷつんとブラジャーのホックを外す。すっかり彼女の胸は秋穂専用になってしまったため、いつでもおっぱいが揉めるようにと、ブラジャーのほとんどはセンターホックに切り替わってしまっていた。

        プルンと出た大きな乳房に、秋穂は吸い付き、舐め回す。空いている方の胸の先端は爪を立てて引っ掻かれ、菜種は嬌声を上げた。

        ずいぶんと大きな赤ちゃんだ。

        もっとも、こんなにいやらしくおっぱいを吸う赤ちゃんはいないし、赤ちゃんにこんなに乳首をビンビンに立てて口元に寄せてくるお母さんだっていやしない。

        残念だが、今は最後まではできないが、せめてもと足だけは秋穂に絡める。

        「観光、楽しみっすねえ……」

        「もう。おっぱいしゃぶるかしゃべるか、どっちかにしなさい」

        ペチンと軽くはたかれて、秋穂はへらへらと笑う。少しは緊張が解けてきたらしい。

        そろそろお昼だという頃になったらようやく胸から離れたので、彼女の服を正してやる。

        ふたりでロビーに降りたら、出版社さんが早速案内してくれた。

        辺りは煉瓦造りの建物が多く、ひと昔前の風情を感じる。

        「趣がある街並みですね」

        菜種が素直に感想を漏らすと、にこにこと笑いながら頷いた。

        「はい、台北は穏やかな町ですから。はい、ここです」

        手を向けた場所には、ずらりと人が並んでいる。中には観光ガイドを片手に待っている人もいて、日本人も相当いるようだ。

        しかし行列を無視して、その脇をずんずん歩いていく。

        「あの、順番抜かして大丈夫ですか？」

        「大丈夫です。予約をとってありますので」

        予約を告げると、すぐに奥の落ち着いた席に案内してくれた。

        店の中を見て、どうしてここに案内してくれたのかがよくわかった。誰もがみんなおいしそうに小籠包を食べているのだ。本場の飲茶に、菜種は「うわあ……！」と感嘆の声を上げる。

        「おお、たしか小籠包って台湾発でしたっけ」

        「はい。今ではどこに行っても食べられますが、ここの味はここでしか出せないものですから。もうちょっとしたら来ますよ」

        届けられた飲茶セットに、ますます菜種は感嘆の声を上げる。

        小籠包はレンゲに乗せて少しずつすすって食べると、濃厚なスープの味と肉の旨味でめまいがしそうになるし、海老蒸し餃子も皮がプニプニしていてやみつきになる味だし、イカ揚げ団子もむちむちして癖になる食感だ。デザートの豆花も含めて、どれもこれもおいしくって夢中で食べていた。

        「ごちそうさまですっ！　いやあ、本当においしかったです」

        「よかったです。それじゃあ打ち合わせが終わったら、また観光にお連れしますね」

        「ありがとうございます！」

        この後はイベントの打合せだ。さすがに菜種はついて行けないため、お土産屋に案内してもらった。

        どれもこれも鮮やかな布の物が多く、台湾民族の柄の物まで多く取り扱っているため、ここでしばらくは時間を潰せそうだ。

        「この辺りは安全ですけれど、もし何かあったら迷わずに連絡してくださいね？　すぐに迎えに来ますから」

        出版社の人がそう言うので、菜種は軽く首を振る。

        「いえ、お気遣いなく。私だけ観光気分で申し訳ないです。ここで待っていますから、お仕事頑張ってくださいね？」

        「なたちゃんっ、変なところで危機管理能力がないというか。本当になにかあったら、ぜーったいに呼んでくださいよ？」

        ひとりにさせてしまうことに不安を覚えたのか、秋穂はぎゅっと手を握り不安そうな顔をしている。

        菜種は務めて明るく言った。

        「危ないことはしないから。ただ、このあたりでお土産を買うだけ。待っているからね」

        「はあい……」

        少しだけ名残惜しそうにしながらも、秋穂は打ち合わせへと出かけていった。それを見送りながら、菜種は「さて」とお土産を物色することにした。

        アパートに住む女性陣は、なにかとセンスにうるさいのだから、可愛いものでなかったら使ってくれないだろう。柄のひとつひとつをチェックしながら、使いやすい巾着を選んだ。

        あと、秋穂にもなにかを買いたいなと物色していると、「日本人の方ですか？」と声をかけられ、思わず振り返ってしまった。

        出版社の人もそうだったが、今話しかけてくれた人も、日本語が流暢だ。その人は、髪の毛がすっかりと真っ白になってしまったおばあさんだった。もう聞こえなかったふりをすることもできないので、仕方なく返事をした。

        「はい、そうですけど……なにか？」

        「ああ！　可愛いねえ、日本人の女の子は。恋をしているんでしょう？」

        「ええっと……」

        　これはなにかを売りつけられるんだろうか。どう断ろうかと考えあぐねていたら、おばあさんはさっさとレジの奥に入ると、なにやら棚から取ってきた。どうもこの人はお土産屋の店主らしい。

        「あの、おかあさん。それは？」

        「日本人、恋をしていると皆これを買いたがるよ。恋をしてなくても買いたがるけどね」

        そう言って見せてくれたのは、小さな茶色い小瓶だ。それは、アロマセラピーなどに使われるエッセンシャルオイルに見えた。

        「ええっと……恋をしているとこれを塗るんですか？　台湾の人は」

        「あはははは。違う違う。これは、万能オイルだよ。かゆいところに塗れば一発で効くし、虫除け、頭痛、なんでも効くよ」

        「はあ……」

        日本でも薬局で売っている軟膏みたいなもんなんだろうか。そう思っていたら、店主が続ける。

        「セックスのときの潤滑油にも使えるよ」

        そう言ってウィンクしてきて、首をトントンと叩いてきた。菜種はふとお土産屋の柱にかかっている鏡を見て、首を抑えてしまった。虫刺されの季節でもないのに、首にくっきりと赤い痕が付いているではないか。これはキスマークだ。いったいいつの間にと考えるものの、どう考えてもホテルで付けられたとしか思えない。

        ああ、だから出版社の人に心配されたのか。秋穂もやけにオーバーリアクションだったはずだ。菜種が今にも消え去りたい気分に駆られていたら、店主がころころと笑う。

        「恋しているんだったら、万能オイルを買っておくといいよ。いい匂いで相手もメロメロになるよ」

        「か、買っておきます……!!」

        秋穂が帰ってきたら、いったいなんと怒ればいいのか。それとも、今晩はお仕置きしたほうがいいのか。菜種は存外安かった万能オイルを買って、自分用に化粧品も見ながら待つこととなったのだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        秋穂と合流した菜種は、出版社の人に案内されて、台北観光を楽しんだ。

        早速やって来たのはお寺だ。

        どこもかしこも煌びやかな色の寺は、お土産屋で見た鮮やかな色彩を思わせ、日本の寺の渋さよりも、神社の艶やかな鳥居のようだ。

        あちこちから、線香の匂いが立ち昇っている。

        「この辺りは、日本で言うところのパワースポットになりますね。お寺にはいろんな神様が並んでいて、あらゆる運気をアップさせてくれます」

        「へえ……じゃあ明日のライブビューイングが成功するよう祈らないと駄目ですよね！」

        意気込む秋穂に、出版社の人が「参拝するんでしたらこちらへどうぞ」と案内してくれた。

        本殿の手前には売店が構えてあり、参拝客は皆そこに足を止めている。どうやらここで線香を買っているようだ。

        「ここで線香を買って、中で火を付けて投げ入れるんです」

        「はい。すみません、線香をください」

        店員さんは日本語もできるらしく、すぐに線香を売ってくれたので、そのまま人波に乗って中に入り、線香に火を付ける。

        ここから先は、前の参拝客の見よう見まねで、お参りした。

        菜種は頭の中で願い事を唱える。

        アパートが平和でありますように。秋穂とこれからも楽しく過ごせますように。

        願い事を唱え終えて、ふと隣を見ると、秋穂がものすごく難しい顔をして必死で祈っているのが目に入った。さんざんおちゃらけてはいるものの、まだ緊張しているのだろうか。

        「秋ちゃん、もうそろそろ移動しますよ」

        「はっ……！　わっかりました！」

        菜種が苦笑して、本殿から出た。

        必死で願いを唱えていた秋穂は、香炉に線香を捧げてから、ガッツポーズを取る。

        「終わったぁ～！　これで、ばっちり、だと思う！」

        「思うって……だといいんだけれど。それにしても」

        菜種はちらりと寺の境内を見た。寺の煌びやかさばかりに目が入っていたが、屋台が並んでいるのだ。それは台湾の有名Ｂ級グルメではなく、椅子に座って店主となにやら話しているような。いくつかはテントのようになって、中が見えなくなっている。

        菜種が不思議そうに見ていると、出版社の人が「ああ」と教えてくれる。

        「この辺りは有名な占い街なんですよ。よろしかったら見てみますか？」

        「ええ……！　なたちゃーん、占ってもらいましょう！」

        秋穂に促される形で、菜種も占いの屋台を見て回る。

        見つけたところは、【日本語対応あります】と書かれているので、心配なさそうだ。秋穂は「じゃあちょっと行ってきますね！」と菜種の手を引いて、一緒に小屋に入っていった。

        小屋に座っていたのは、スパンコールがいっぱいついたドレスを着た女性だった。化粧がエキゾチックなのは、神秘的な雰囲気を高めようという演出なのか。

        「すみません、占い一回お願いします」

        「はい……相性占いですか？」

        エキゾチックな占い師は、秋穂と菜種を交互に見ながら聞く。流暢な日本語だ。これなら鑑定結果もわかりやすく教えてくれるだろう。

        占い師の問いかけに、秋穂は元気に頷いた。

        「はい、ふたりの相性占いをよろしくお願いします！」

        そう言って、ぎゅっと菜種の腕に抱き着く秋穂を見ながら、占い師は頷いて、「おふたりの手をそれぞれ見せてください」と言った。

        どちらを出せばいいのだろうと思っていたら「両手、どちらも」と言うので、ふたり揃って両手を差し出す。

        占い師はしばらく虫眼鏡をかざしながら、ふたりの手相を確認し、「すごいです」と息を吐いた。

        「あなた、お仕事はもしかして自由業ですか？」

        「え……！　そうですけど」

        秋穂が驚いて目を見開くと、占い師は「手に書いても大丈夫ですか？」と尋ね、秋穂が頷いたところで、ペンで線を引いてきた。

        「この線が長いと、商いが成功するんですが、あなたの線は不安定でところどころ消えています」

        「あ、本当だ」

        たしかにどこをどうなっているのか、秋穂の手相は消えかけていたり欠けていたりする。そして今度は「失礼しますよ」と菜種の手に線を引く。

        「ところが、あなたの消えている線を、ちょうど隣の彼女が補っているんですよ。だから今のあなたは絶好調のはずです。なにをやっても上手く行くし、新しいことに挑戦しても必ず成功するという強運です。たまにいるんですよ。運命の相手と出会った途端にガラリと変わる人が」

        「ええ……！　私にとって、なたちゃんは幸運の女神だったんすか!?」

        「お、大袈裟よ、秋ちゃん」

        ふたりのいつもの会話を、占い師はくすくすと笑いながら聞き、もう一度口を開く。

        「ふたりが揃っていたら、互いの運を補い合って最高の運がやって来ます。よく話し合って、互いのことを尊重してくださいね」

        「はい！」

        サービスで、仕事のことも占ってくれたが、彼女はポンポンと当ててきた。菜種が借家を経営していることも、秋穂が今日台湾に来ているのは仕事だということも。明日の仕事も成功すると言ってくれて、占いは終了した。

        出版社の人に何度もお礼を言ってからホテルに戻ると、秋穂は「はあ～……」と息を吐いた。

        「なんだか驚いちゃいました。私も、いまいちパッとしなかったのに、たしかになたちゃんが大家さんになってから、私の仕事も好転したんですよねえ。今日の台湾行きもそうでしたし」

        秋穂はベッドに座ってボケーッと天井を眺める。それを眺めながら、菜種も隣にちょこんと座る。

        「そんな……それは、秋ちゃんが頑張ったからでしょう？　私なんて、せいぜいご飯の面倒を見たり、息抜きさせたりしただけだから。私もおばあちゃんに頼まれてうちのアパートの面倒を見るようになったから、まさかこんなことになるなんて思いもしなかったから」

        「あはははは……私たち、そういう意味ではお似合いなのかもですねえー」

        そう言って、秋穂はトン、と菜種の肩にもたれかかる。

        明日のライブビューイングのことで、まだ緊張しているんだろうか。菜種はいつもの調子で、ひょいと秋穂を抱き寄せると、胸に顔を埋めさせた。

        「緊張してる？」

        「してます。超してます。あー、明日台湾のお客さん本当に来てくれるのかなとか、無事に成功するのかなとか、なにかアクシデントあったらどうしよう～とか、本当にそればっかりで……」

        「いつもの秋ちゃんのままでいいから。心配なんかしないで。ほら、昼間もさんざんおっぱい揉んでたし、まだ足りないんだったら、いくらでも揉んでいいから」

        「うう～……じゃあなたちゃーん、お風呂入ったらぁ、いっぱいおっぱい揉んでいいですかあ？」

        「そりゃ、別にいいけど。あ、そういえば」

        菜種はふと思いついて、鞄の中を探した。それはさきほど買ったオイルだった。それをタプンと揺らす。

        「あれ、それなんですかあ？」

        「うーんと、秋ちゃんが打ち合わせ中にお土産屋さんの店主さんに勧められたの。万能オイルだって。試しに使ってみる？」

        「えー、なたちゃんってばエッチィ。せっかく買ったんだから、試しに使ってみたいじゃないですかあ」

        そう言って、秋穂は悪戯っぽく笑った。

        交代でお風呂に入ったら、さっそくベッドでそれを掌に落としてみた。エキゾチックな香りが漂う。どことなく、台湾に着いてからずっとどこかで嗅いでいるような気がする。秋穂はひくひくと鼻を動かす。

        「ずっと不思議な匂いがするなあと思ってたけど、これだったんすねえ……...」

        「うん、万能薬だって。日本の軟膏みたいに、火傷や怪我になんでも使うって」

        「へえ……じゃあエッチに使っても安全そうですよねえ」

        そう言いながら、楽し気に秋穂はネチャネチャと手に広げ、それを体温で温めてから、菜種の胸に這わせはじめた。いつもは素手で触られているのに、薄皮一枚挟んだようなもどかしい感覚だったが、だんだん秋穂の体温が伝わり、手が離れた場所も、ずっと触られているような感覚が襲ってきた。

        「前にちょろっと舐めた媚薬と比べてどうですかあ？」

        「なんか……いい匂いだし、不思議な感覚」

        「そうですかあ……」

        オイルをさんざん菜種の胸に広げた秋穂は、それを徐々に太股にまで塗りたくっていく。傷口にも塗れる万能薬だから、塗られてもただ気持ちいいと思っているだけだったが。

        秋穂の手は、悪戯に菜種の下腹部の茂みまで這いずり回り、彼女の花芽にまで手を伸ばしていた。敏感なところをヌルヌルとオイルが塗り込められ、スゥーッとした刺激が伝わり、菜種はとうとう「あんっ」と声を上げた。

        「あ、秋ちゃん……どこにオイルを塗ってぇ……」

        「どこって、ここですよぉ、なたちゃんのクリにですよ。ここは今まであんまり刺激したことがなかったんで、ちゃんとしてあげようと思ったんですよぉ」

        そう言って、オイルの付いた指で、グニグニと花芽を刺激する。今までそこを少し触られたり舐められたりしたことはあっても、集中的に刺激されたことがない。あまりの快感に菜種は乳房を揺らしながら首を振る。

        エキゾチックな匂いのせいなのか、それとも今まで与えられていなかった刺激のせいなのか、だんだん頭が白濁としてきて、おかしくなってくる。

        秋穂はにこにこと、オイルの付いた指を動かしながら、硬く尖ってきた花芽をさらに弄る。

        「あぁん……秋ちゃ……」

        「ん。リクエストはありますかあ、なたちゃん？」

        「こ、ここばっかり弄ってイクのは、いやぁ……」

        「あらら、だとしたら、どこがいいんですかあ？」

        秋穂がおどけて言う。菜種は、ぶんぶんと首を振る。

        「今日は、秋ちゃんを甘やかす日だからぁ……おっぱい……もっと触らなくって、いいのぉ？」

        本来、秋穂を励ますためなのに、ただ菜種が声を上げているだけでは、本末転倒だ。いくら悦楽に流されやすい菜種でも、優先順位くらいはわかっている。

        菜種の息も絶え絶えな声に、秋穂は喉を詰まらせる。そして、ボソボソと言う。

        「ほんっとうに……なたちゃんってば私に甘過ぎっす」

        そのまま、菜種をボスンとベッドに押し倒すと、ダイブしてくる。オイルでぬかるんだ体が擦れていく。秋穂の胸が菜種の大きな乳房で潰れ、何度も擦り合わせていくと、先端が硬く尖ってきて、擦れるたびに痺れるような悦楽をもたらしてくる。

        「ふっ……くぅん……」

        「あぁん、なたちゃんのおっぱい、本当柔らかくってぽにゅぽにゅして、きもちいい……っ」

        「やぁ……んっ……そこまで、擦んないでぇ……」

        オイルで滑りがよくなり、互いの重なり合った秘裂もグチュグチュと水音を奏で、そこが泡立っていくのがわかる。

        秋穂は菜種の蕩け切ってボーッと開いた唇に噛み付くようにキスをし、それに菜種も応える。舌からはとめどなく唾液が溢れ、それが混ざり合い、もうどちらの味なのかがわからなくなっていく。

        上からも下からも、淫らな水音が響き、さらにエキゾチックな匂いで、いつも以上に体に熱が溜まり、悦楽は背筋を駆け巡っていく。やがて。

        「もぉ……おっ、ら……めぇ……」

        呂律の回らなくなった菜種は嬌声を吐き出し、体は痙攣したように震えた。ドロリと秘裂から愛液が溢れ、もう体が潤っているのはオイルのせいなのか、どちらの愛液なのかがわからなくなっていた。

        菜種がぐったりと伸びてしてしまったのに、秋穂は彼女の背中に腕を回して抱き締める。

        「なたちゃん、大好きですよぉ。なたちゃんにとってはなんでもないことは、私にとってはちっともなんでもないことじゃないですから。当たり前なことを、当たり前のようにできるあなたが、私は大好きです……明日、あなたのためにも、頑張りますからね」

        そう頬擦りしてくる秋穂に、菜種はキュンと胸が疼いた。

        「頑張ってね。応援しているから」

        菜種も抱き締め返し、互いに密着する。オイルの柔らかな匂いを嗅ぎながら、ふたりは眠りに着いた。明日はライブペインティング。秋穂の本番なのだから。

        　

        ＊＊＊

        　

        翌日。出版社の人に案内されてリハーサルが始まる。

        菜種は関係者席に座ってリハーサルを見ていたが、その有様に唖然とした。

        もっと内輪でやるこじんまりとしたイベントだと思っていたのに、実際はどうだ。

        大きな会場を貸し切って、ＤＪが音楽を流してスクラッチを何度もかけてくる。ダンサーも踊り出し、スクリーンには秋穂が音楽に合わせて絵を描いている手元が映し出されている。

        それに観客。まだ入場していないが、会場前には既に行列ができていた。まさかこんな大事になるなんて思いもしなかった。秋穂がどうして菜種を連れてきたのかよくわかった。

        ただでさえここはアウェイで、いくら台湾の人たちが親切にしてくれても緊張だってするだろう。秋穂は普段はおちゃらけているが、肝心なときに縮こまってしまうところがある。今だって、朝食のときは元気だったのに、顔が強張って震えながらペンを動かしている。

        「それじゃあ、あと一時間で本番ですから！　よろしくお願いします！」

        中国語が飛び交う中、突然投げられた流暢な日本語で、秋穂はピンッと背筋を伸ばす。

        「は、はい……っ！」

        そのまま楽屋で出番を待つことになったが、緊張のあまりにガチガチに震えてしまっている。見かねて菜種は出版社の人に声をかける。

        「すみません、並河先生の楽屋に入ってもよろしいですか？」

        「どうぞ。先生、緊張しているようですが、大丈夫でしょうか？」

        「お話ししてきますから。本番までには」

        菜種はそのまま楽屋に入ると、秋穂がぐったりと机に顔を突っ伏していた。置いてあるお菓子やお茶にも手を付けていない。

        「秋ちゃん。大丈夫？　もうちょっとで本番だけど」

        「な、なたちゃーん……！」

        そのままガバッと抱き着かれ、背後につんのめりそうになったのを、どうにかして堪える。背中に腕を回すと、普段であったらすぐにじゃれてくる秋穂が、その元気もないくらいに震えてしまっているのがわかった。

        「ほら、お客さんいっぱい入ってるでしょう？　みんな秋ちゃんのファンなんだから。いつも通り絵を描けばいいから」

        「で、でも……さっきのリハーサルでも、いつもみたいに腕が動かなくってぇ……」

        「ほら、手を出して」

        菜種に促されて、秋穂は恐々と彼女と手を合わせる。ぴったりと重なったところで指を絡めた。

        「昨日、占い師さんも言っていたでしょう？　あなたの足りないところは私が補うから。私たち、ふたり揃ってたら最強なんだから。ねっ？」

        「なたちゃん……」

        ボロッと涙を溢し出した秋穂に、菜種はぎょっとして、背中をさする。

        「化粧、取れちゃうから！　泣くのは駄目よ！」

        「わかってる……ちゃんと本番までには笑顔になるから、ちょっとだけこのまんまでいて」

        秋穂がしばらく嗚咽を漏らしている間、菜種は背中をポンポンと叩いていた。ようやく落ち着きを取り戻したので、慌てて化粧を直し、控え室から出た。

        「行ってきます！　ステージ、見ててよ！」

        「わかってる。応援しているからね」

        最後に秋穂の背中を叩いて送り出してから、菜種も関係者席に戻って見守ることにした。

        既に観客も入ってきたが、台湾人だけでなく、日本人も混ざっているようだった。

        「日本でも告知を出しましたから、結構あちこちから来てくださってるんですよ」

        「そうだったんですか……」

        オープニングの時間も迫り、出版社の人も興奮している様子だ。

        「皆さん、今回は本当に招待してくださりありがとうございます！　どうぞ楽しんでいってください！」

        秋穂は既に、泣いていたとは思えないほど、晴れやかな顔で手を振って挨拶をしてから、音楽に合わせて絵を描きはじめた。

        スクリーンに絵が出来上がっていくたびに、会場からどよめきが沸き、歓声が上がる。ＤＪもダンサーも目じゃないほどに、会場を沸かせているのだ。

        秋穂が観客の声援に応え、手を振るのに、菜種は心底ほっとした。

        音楽に合わせてイラストは次々に描き上げられ、そのたびに観客は興奮が昂まっていく。

        そんな中、「それじゃあ、次でラストです！」とマイクで秋穂が言った。

        スクリーンに、リハーサルでは描いてなかった絵が描かれはじめた。彼女の丸っこく可愛らしい絵の線画が勢いよく描かれていき、色が塗られていったとき、それを眺めていた菜種は、「あ……」と呟いていた。

        特徴的な垂れ目のにこやかな女性は、相当デフォルメが入っていても、菜種だとよくわかる。観客からも声援が飛ぶ中、ふと秋穂と目が合った。

        にこっと笑った彼女は、マイクの電源は落としていても、唇の動きがたしかに「ありがとう」と言っているのが見え、菜種も思わず笑顔で頷いていた。

        自分が彼女を変えたなんて、大それたことは思わない。

        脳天気で、飄々として掴み所がないと思いきや、スランプで床を転げ回ったり、変なところで怖がったりするような、おかしな人。

        特に個性がない自分を本気で女神のように崇めるのは彼女くらいだし、今後そんな人が現れるとも思えない。

        自分だと見えない部分を、それぞれ互いが大事にしよう。

        それがきっと、恋なのだから。

        　

        　

        　

        了

        


        　

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。
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